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     （午前 ９時３０分 開議） 

○議長（秋田裕三君） おはようございます。 

  これから、本日の会議を開きます。 

  本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付しておりますとおりであります。 

  それでは、日程に入ります。 

     日程第１ 一般質問 

○議長（秋田裕三君） 日程第１、一般質問を行います。 

  通告に基づき順番に発言を許可します。 

  まず、高山政信議員の一般質問を行います。 

  12番、高山政信議員。 

○１２番（高山政信君） 12番、高山でございます。よろしくお願いを申し上げます。 

  先ほど、市長より宍粟市内の降雨による被害状況を報告されました。台風10号に

よりまして、東北地方また北海道地域におきましては、甚大な被害が出ておる、ま

た、お亡くなりになった方もいらっしゃるということで、一日も早い復興とお見舞

いを申し上げたいと思います。少し宍粟市のほうでは被害は出たようですけれども、

大きな被害に至っていないということで安堵しております。 

  それでは、一般質問を始めさせていただきたいと思います。 

  議長より発言の許可をいただきましたので、通告に基づきまして大きく３点につ

いてお伺いをいたします。 

  初めに、子どもの貧困対策についてであります。 

  日本の失業率ランキングが105カ国中93位で3.37％、ちなみにアメリカでは74位

で5.28％、求人率は1.27倍、また、アメリカでは1.23倍ということで、過去のよう

な好景気ではございませんが、堅調な経済状態が続いているのにもかかわらず、

2012年 のデータでございますけれども、子どもの６人に１人が貧困、貧困率は

1.63％（後刻訂正発言あり）、約325万人いると言われております。内閣府の平成

26年度版の子ども・若者白書によりますと、ＯＥＣＤに加盟している34カ国の中で

下から10番目といった思いもよらない悪い数値となってございます。 

  子どもの貧困対策の推進に関する法律が施行され２年が経過し、各自治体におい

て具体的な取り組みがなされております。本市においても、さらなる取り組みが求

められます。中でもひとり親の家庭では、５割が貧困であると言われており、その

ような経済的な理由により進学を諦めるケースもあると伺っております。本市にお

いては、そのようなことがないよう、また子どもたちを経済格差から守るために特
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段の施策を望むところでございます。 

  それでは、次の点についてお伺いをいたします。 

  宍粟市においての子どもの貧困率はどれほどか。また、近隣の自治体の率もあわ

せてお伺いをいたします。 

  ひとり親家庭の世帯数、また現状としては困窮されているのかどうか、お伺いを

いたします。 

  母子家庭の母及び父子家庭の父の就業の支援に関する特別措置法について、宍粟

市ではどのような取り組みがなされておるのか。 

  また、ひとり親家庭の支援、子どもの貧困対策について、今後どのような対策を

お考えかお伺いをいたします。 

  次に、ネット環境について伺います。 

  たまにですが、バス、電車に乗ることがございますけれども、同級生と見受けら

れる数人の高校生を観察しておりましたが、対話もなくひたすら携帯、スマホをい

じっており、少し異様な感じを受けたことがございます。 

  また、最近のニュースでございますけれども、スマホ向けのゲームでポケモンＧ

Ｏというのが話題になっておりましたけれども、それにより運転中にゲームをして

死亡事故に至ったと報道されておりました。聞くところによりますと、それ故にパ

ソコン、スマホ、ゲーム機などの長時間利用により、子どもの健康の障がいや学力

低下、またネットによるいじめや犯罪の温床になるなどの問題が浮上しております。  

  そこで、ネットなどの適切な使用についてお伺いをいたします。 

  市内の小中学生のスマホ、携帯電話の所持率。 

  また、使用時間の調査はなされておるのか。 

  そして、ネット、スマホなどの適正な使用についての取り組みをお伺いをいたし

ます。 

  ３点目といたしましては、有害鳥獣対策についてお伺いをいたします。 

  実りの秋を迎え、稲穂がこうべを垂れている姿は、農家にとりましては苦労した

結果のたまものであり、感謝の気持ちで収穫を迎えようとしております。 

  しかし、この季節になりますと、あちらこちらからイノシシ、シカ、サル等有害

鳥獣による被害の訴えが聞こえてきます。最近では、特にサル、カラスによる被害

も多くなっているとのことでございます。有害鳥獣対策について、これまでも質問

してまいりました。農家の生産意欲向上のためにも、さらなる防止対策の強化につ

いて伺うところであります。 
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  １点目ではございますが、有害鳥獣の生息数の推移と、農作物被害の実態につい

て。 

  平成27年度の有害鳥獣の駆除数と駆除費用について伺います。 

  有害鳥獣対策は、現行の施策でいいのかとお考えなのかどうか、問題点はどこに

あるのかお伺いをいたします。 

  遊休農地が個体の温床となっている、遊休農地の解消への取り組みについて伺い

ます。 

  平成25年12月、また平成26年３月定例会において同様の質問をしてまいりました。

当時から比較して防護柵の設置、その取り組みの効果と成果の推移について伺いま

す。 

  最後に、駆除技術の向上とわな特区取得に向けた取り組みについて、現況を伺い

ます。 

  以上であります。よろしくお願いします。 

○議長（秋田裕三君） 高山政信議員の一般質問に対し、順次答弁を求めます。 

  福元市長。 

○市長（福元晶三君） それでは、高山議員の御質問大きく３点をいただいておりま

して、具体的なこともあるわけでありますけども、私のほうからは、子どもの貧困

対策、このことについてのお答えを申し上げたいと、このように思います。また、

後ほど、具体的なことについては、担当部長等からお答えをさせていただきます。 

  最初に、お話があったとおり、失業率、あるいは求人倍率のお話にもありました

が、先般来より政府が発しております情報を見ますと、戦後初めて各都道府県全部

で求人倍率が１を超えたと、こういう状況は戦後初めてだ、こういうことはお聞き

になったとおりだと思います。 

  したがいまして、仕事はある程度の場は確保できつつあるという状況は、現実起

こっておるんではないかなと思いますし、同時に、需要と供給のバランスが非常に

大事なことでありまして、そういった意味ではミスマッチ等、そういった状況の中

で、今日的課題としては働く場の提供はもちろんでありますが、働き方の問題、課

題も浮き彫りになっておると、このような状況であると私自身も捉えております。 

  そういった中、特に、子どもの貧困対策の関係でありますが、我がまちにとって

もそうでありますが、将来を担う子どもたちは地域はもちろんでありますけども、

我がまちにとって一番の宝であることは言うまでもない、このように思っておりま

す。 
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  当然、生まれ育った環境、あるいは家庭の事情等々に左右されるわけであります

が、そういったものに左右されることなく、子どもたちにとっては自分の可能性を

信じ、あるいは前向きに挑戦すると、そういったこと、さらにまた、未来を切り開

いていく、そんなふうになってほしいなとこういう思いでありますし、同時に、そ

んなまちにしなくてはならないと、このように考えておるところであります。 

  特に、その貧困対策については、現在、関係部署において、既存の取り組みに加

えまして、新たな取り組みも念頭に、速やかに連携して進めていくよう、関係部署

との連携協議をする中で、素早く取り組みをしていきたいとこんな指示をしており

まして、今現在、整理をしておるところでありますので、喫緊の課題として早急に

各種施策を実施しなくてはならないと、こんなふうに考えております。 

  そこで、具体のところにつきましては、冒頭申し上げたとおり、担当部長のほう

から御答弁をさせていただきます。 

○議長（秋田裕三君） 大島健康福祉部長。 

○健康福祉部長（大島照雄君） 質問の詳細につきましては、私からお答えさせてい

ただきます。 

  まず、１点目の御質問であります、子どもの貧困率につきましてお答えいたしま

す。 

  子どもの貧困率につきましては、国が実施した国民生活基礎調査における世帯の

所得状況に基づき算出されたものであります。現在、県別、市町別の報告はなされ

ておりません。この調査による本市及び近隣自治体の貧困率をお示しすることはで

きません。 

  しかしながら、子どもの貧困率16.3％は、全国直近の相対的貧困率であることか

ら、当宍粟市において大きく差異のある数値でもないであろうと考えます。 

  次に、２点目の御質問であります、ひとり親家庭の世帯数及び困窮の状況につき

ましてお答えいたします。 

  ひとり親家庭につきましては、世帯分離等により認定しづらい家庭もあることか

ら、正確な把握はできておりません。 

  しかしながら、ほぼ近い数値として、ひとり親家庭に支給されている児童扶養手

当、これの申請者数につきましては、７月現在333人となっており、市の全世帯数

の2.6％となっております。 

  また、困窮の状況についてでありますが、母子・父子の相談事業におきまして、

平成27年度には66人の相談者から289件の相談がありました。支援を行っていると
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ころです。このうち約半数が生活援護関係の相談となっております。 

  また、その他、家庭内紛争等の相談も多く含まれており、複合的な課題を抱えな

がら困窮されていると、そういうひとり親家庭の状況がございます。庁内各部署及

び関係機関が連携し、包括的な支援を提供していかなければならないものでありま

す。 

  次に、３点目の御質問であります母子家庭の母及び父子家庭の父の就業の支援に

関する特別措置法につきましては、母子家庭の母や父子家庭の父の就業促進につい

て、地方公共団体は、その必要な施策を講じることに努めることとされております。  

  宍粟市における施策といたしましては、ひとり親家庭に対する就労支援として、

担当課に母子父子自立支援員２名を配置して、自立相談支援を行っております。ま

た、就労にかかる具体の支援事業としまして、能力開発や自立に有効な資格を取得

するために助成金を支給する母子家庭等自立支援給付金事業をはじめ、ハローワー

クとの連携によるひとり親就労サポート事業等、各種事業を実施しており、引き続

き、これらの事業の充実を図ってまいります。 

  次に、４点目の御質問であります、今後の子どもの貧困対策についてであります

が、現在、本市におきましては、教育、福祉、子育て、医療等の各部署が、それぞ

れ連携をとりながら支援に取り組んでいるところであります。今後は、これら庁内

各部署の横断的な連携をさらに強化する中で、支援事業の充実や適宜必要な事業を

立ち上げ、相談から必要なサービスの提供へと迅速に繋いでいける支援体制のあり

方について検討をしてまいりたいと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（秋田裕三君） 中岸産業部長。 

○産業部長（中岸芳和君） 私のほうからは、有害鳥獣の防止対策についての御質問

６点についてお答えさせていただきたいと思います。 

  まず、１点目の有害鳥獣の生息数の推移、また被害額の実態についてでございま

すけども、生息数の推移につきましては、県のほうで狩猟者の目撃数によっての推

測をしております。これをもとにしまして、宍粟市の森林率であるとか、面積、そ

こら辺から宍粟市を推測しますと、平成25年度で１万5,000頭、平成26年度で１万

7,000頭、平成27年度で２万1,000頭というふうに増加傾向にあると考えております。  

  また、農作物被害の実態でございますけども、これにつきましては、農業共済事

業をもとにしてしかこの実態はつかんでおりませんけども、平成22年度の被害額は

5,670万円程度でございます。平成25年には1,290万円程度、また、平成26年度には
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1,680万円程度、平成27年度は1,270万円というふうな形でありますけれども、家庭

菜園等も含めますと、もう少し被害額は増加しておるものとそのように考えており

ます。 

  続いて、平成27年度における駆除数と駆除費用についてでございますけども、ま

ず、駆除数につきましては、シカ、イノシシ、外来種のアライグマ、ヌートリア、

全て合わせますと3,988頭でございます。これにかかりました駆除費用につきまし

ては、総額で4,657万9,000円となっております。 

  続いて、３点目の有害鳥獣対策の施策、現行の施策と、それからまたそれに対す

る課題についてでございますけども、市としましては、農林業被害の防止を進める

上で、有害鳥獣の防止柵の設置事業、また有害鳥獣捕獲、この両方を組み合わせて、

猟友会また地元農会等の連携のもとで、現行施策を継続して進めていきたいと、そ

のように考えております。 

  ただ、それに対しまして、課題としましては、従事者の高齢化、また、農家人口

の減少、それから農家の高齢化等によって、防護柵の維持管理に支障が出ていると、

そのように考えておりますので、この点につきまして、またさらに対策を講じてい

きたいと考えております。 

  続いて、４点目の遊休農地の解消への取り組みということでございますけども、

これにつきまして、この遊休農地が個体の温床となっているということは各地で見

受けられております。それにつきまして、市としましては、農村の生活環境の維持

向上というところからも考え、また、昨日も御答弁させていただきました耕作放棄

地の解消ということも踏まえて、農地の適正管理や、また、その再生作業に対して

の支援策も講じていきたいと、そのように考えております。 

  続いて、５点目の防護柵の設置、その取り組みの効果と成果の推移についてでご

ざいますけども、平成24年度末で防護柵は約314キロメートル設置しております。

これに対しまして、平成27年度末で333キロと３年間で約19キロ増長したというこ

とになっております。現在のところは、集落全体を囲む防護柵の設置に加えて、集

落全体での被害の防止ができない、そのようなところにつきましては、団地での柵

囲いを行うということに対しても支援をしておりまして、さらに、地域と行政が一

体となっての被害の防止に取り組んでいきたいと、そのように考えております。 

  最後に、駆除技術の向上に向けた取り組みについてでございますけども、現在は、

猟友会所属の狩猟免許所持者を中心にして、駆除は銃器による捕獲、また、箱わな

による捕獲を行っております。 
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  市としましては、本年度、この箱わなの保有数量を増数し、地域のニーズに早急

に対応ができるように、捕獲機具の充実を図っております。 

  また、捕獲従事者の確保のための銃器等の免許取得への補助を継続するとともに、

地域ぐるみでの有害鳥獣の捕獲補助者の育成を図っていきたいと、そのように考え

ております。 

  以上でございます。 

○議長（秋田裕三君） 藤原教育部長。 

○教育委員会教育部長（藤原卓郎君） 私のほうからは、ネット環境についての御質

問にお答えさせていただきます。 

  最初の小中学生のスマホ、携帯電話の所持率についてであります。 

  教育委員会は、平成25年度に調査をしております。このとき、小学４年生で27％、

小学校６年生で25％、中学校２年生で24％、中学校３年生で35％となっております。  

  続いて、使用時間につきましては、同じくその調査で出しております。小学校４

年生段階では「ほとんど使わない」というのが60％、「１時間程度」が約30％で、

あわせると約９割程度が１時間以内の使用にとどまっております。一方、１日２時

間以上使用している児童生徒の割合ですが、小学校４年生で12％、小学校６年生で

19％、中学校２年生で47％、中学校３年生で56％と、年齢とともに増加する傾向と

なっております。 

  ３番目の適切な使用の取り組みということであります。 

  昨今課題となっておりますスマートフォンや携帯電話の使用によるトラブルへの

対策については、学校ごとに、兵庫県警察本部サイバー犯罪対策課等の専門家を講

師として児童生徒を対象とした授業を行ったり、教職員や保護者を対象とした研修

会を開催しております。また、中学校では、宍粟市中学生サミットで、「ＳＮＳ利

用上のルール７カ条」を作成し、生徒自らが適切な使用を呼びかけております。 

  また、児童生徒のネット利用の実態を把握するため、子ども見守りネットパトロ

ール事業に取り組んでおります。これは、インターネットに関する専門的知識を有

する民間業者に、ネット上の書き込みや画像投稿等を監視してもらうということで、

適切でないものを発見した場合には、学校に情報提供して児童生徒の指導に役立て

てもらっております。この取り組みは今年で２年目となっておりますが、その適切

でない画像投稿等は減ってきております。 

  重要なことは、使用を禁止するということではなく、インターネット上のトラブ

ルに巻き込まれないための正しい知識を身につけさせることであると考えておりま
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す。学校と連携して、今後ともトラブルを未然防止するように取り組んでいきたい

と考えております。 

  以上です。 

○議長（秋田裕三君） 12番、高山政信議員。 

○１２番（高山政信君） 丁寧にお答えをいただきまして、大変ありがたいと思って

おります。 

  まず、貧困対策について、私、貧困率1.6％と発言したようでございますけれど

も、16.3％の誤りでございます。訂正をお願いしたいとこのように思います。 

  それでは、質問をさせていただきたいと思います。 

  大変貧困対策について、宍粟市のほうでもいろいろと取り組まれておるようでご

ざいます。私はもう少し少ないのかなと思っておったんですけども、扶養者数が

333人ということでございます。そういったことで、やはりそういったものが貧困

対策を今後においてしっかりとやっていかないかんのじゃないかなという思いがし

たところでございます。 

  この貧困対策、宍粟市のようなこういった田舎のまちというんですか、田舎の市

では、やはり目がしっかりと周りの人が行き届くということから、いろんなことで

かかわりを持っていただいて、そういった対策を講じていただいたり、周りの人か

らいろいろとお世話になって、少しでも対策ができておるんじゃないかなと思うん

ですけれども、都市部におきましては、いろいろと問題点が発生しておるようでご

ざいます。そのあたりで宍粟市もそういうことになってはならないということで、

この質問をさせていただきました。 

  先般、テレビの中で、子ども食堂というのが放映されておりました。地域のボラ

ンティアの方、またＮＰＯの方々がそういった貧困家庭の食事を提供するというこ

とで、また共稼ぎのおうちの子どもさんの夕方の食事を提供するといった風景がテ

レビで捉えられておりました。大変行政も行き届いたことをしていただけておるん

やなと思いましたけれども、やはり、ボランティアの方々が携わって、しっかりと

子どもの将来、子どもの未来について見ていただいているんじゃないかなと思うん

ですけども、そういったことが宍粟市で、今後においてあれば、取り組んでいただ

けるのかどうか、そのあたりいかがでしょうか。 

○議長（秋田裕三君） 大島健康福祉部長。 

○健康福祉部長（大島照雄君） 現在のところ、私どもの手元ではそういった状況は

把握しておりません。もし、そういった状況になりまして、ボランティアの方々が
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やっていただけるのであれば、支援をしていきたいと思っております。 

  市として、今取り組んでおりますのは、先ほども言いましたような就労支援の関

係、資格を取るための支援金ですとか、これはかなり手厚くなっております。月額

10万円とかというのが支給されるような事業もございますので、できるだけそうい

った事業で対応していきたいと考えております。 

○議長（秋田裕三君） 12番、高山政信議員。 

○１２番（高山政信君） 同じくそういった情報で、私も再質問させていただいてお

るんですけれども、やはり、貧困から抜け出すということは、やはり学力をつけて

いくということが大事かなと、そういったことが貧困の連鎖ということで、学力が

つけられない子どもたちが増えておるということで、やはり、そういったことの積

み重ねが貧困の連鎖ということで、貧困対策の大きなウエートを占めているんじゃ

ないかなと思うんですけれども、やはり、その中で私もネット検索をした上で、無

料塾というのが先ほどの話じゃないんですけれども、ございます。そういったこと

で少しでも学力をつけていただきたいということで、子どもさんの無料塾を提供す

るということであります。そういったことで、少しでもそういったことを宍粟市で

は、先ほど部長のほうからお答えがあったんですけども、そういうことがないよう

でございますけれども、やはり、そういった学習のほうにしっかりと力を注いでい

ただきたいということで発言をさせていただいております。そういったことが可能

かどうか、お聞きをさせていただきたいと思います。 

○議長（秋田裕三君） 福元市長。 

○市長（福元晶三君） ただいまお話があったとおり、やっぱり連鎖をしっかり断ち

切ることが大事であろうと思っております。そのための自立のために就業の支援で

あったりと、こういうことでありますが、親に対する、あるいは子どもに対する、

いろいろあるわけでありますが、先ほどおっしゃったように、一つにはやっぱり学

力の保障、そういったことも重要なことだと思っておりますので、冒頭申し上げた

とおり、今後、市内でもそういう状況があらわれておりますので、しっかり対策を

早急にとらなくてはならないと、こういう認識をしておりますので、子ども食堂で

ありますとか、あるいは塾でありますとか、その形態は別にして、いろんな方策を

検討しなくてはならないと、このように考えております。 

○議長（秋田裕三君） 12番、高山政信議員。 

○１２番（高山政信君） 市長より心強い決意のほどをお伺いをいたしました。 

  次の質問に移りたいと思います。 
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  子どもたちのネット環境ということでございます。 

  先ほどネット環境について、部長のほうから報告をいただきました。平成25年度

の調査ということで、少し古いんじゃないかなと思うんですけれども、かなりスマ

ホの携帯所持率もあるようでございます。それ以上に増えておるんじゃないかなと

いうようなことを思っておりますけれども、学力低下ということを先ほど申しまし

たけれども、大変これ調査が難しいということであろうかと思うんですけれども、

総務省が発表した青少年のインターネットリテラシーというような指数があるよう

でございます。その指数は、一日あたりインターネットの利用時間が２時間を超え

ると能力が低下すると、こういったことでございます。使用時間について、先ほど

案外使用されていないということで信用しておるんですけれども、そういったこと

が２時間を増えれば、そういったいわゆる学力の低下に繋がったり、そういった問

題が出てくるわけでございますけれども、そういったことについて、しっかりと見

ていただきたい、教育委員会のほうでもしっかりと見ていただきたいと思うんです

けれども、その中で、特に学校側と家庭、まずは保護者との連携はしっかりできて

おるのかなと思うんですけれども、例えば、先ほどもお答えをいただいたんですけ

れども、使用時間とまたマナーについて、子どもたち、また保護者との間でそうい

うことをしっかり述べられておるのか、決め事ができておるのかなというような、

少し印象を持ったものですから、そのあたりをお聞きしたいんですけれども、いか

がでしょうか。 

○議長（秋田裕三君） 西岡教育長。 

○教育長（西岡章寿君） この問題につきましては、大きな社会問題であるというよ

うなこともありますので、それぞれ小学校、中学校も早い段階から、保護者研修も

していただいておりまして、子どもとともに研修する機会をほとんど毎年のように、

１年置きになっているところもあるかもわかりませんが、研修をしていただいて、

家庭との連携をとりながら、子どもたちのこの依存の部分をなくしていきたいとい

うような取り組みもしております。 

  また、中学校につきましては、以前にも申しましたように、中学生サミットとい

うことで、子どもたちが自ら市内の中学校の生徒会を中心に集まりまして、そして、

ＳＮＳの利用ルールというのをつくっております。これにつきましては、それぞれ

の学校でこれを徹底するとともに、また学校にあった部分をつけ加えたりしながら、

子どもたちが依存のないように取り組んでいこうというふうなことで、今それぞれ

の学校での取り組みを行っております。 
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○議長（秋田裕三君） 12番、高山政信議員。 

○１２番（高山政信君） しっかりと教育委員会のほうでも、保護者、家庭との連絡

もされておるようでございますし、また、子ども自身もしっかりとそのあたりの使

用について、子ども自身が取り組んでおるということで、大変安心をしたところで

ございます。 

  安心はしておるんですけれども、例えば、見えないところでいろんなトラブルが

発生しておることは事実であります。特に、昨今、インターネット、またＳＮＳと

いうことで、書き込みによるいじめというのが発生しておるんですけれども、宍粟

市内においてそういった事例はないのか、お伺いをしたいと思います。 

○議長（秋田裕三君） 西岡教育長。 

○教育長（西岡章寿君） 先ほども部長が申しましたように、ネットパトロールとい

うことで、ここでかなりチェックしていただいております。数件これまでにもあり

ました。でも、小中学生よりも高校生のほうが多かったということで、高校の部分

でわかる部分につきましては、高校に出向きまして情報提供をしたりしております。

それから、市内でも実際にあったわけですが、事前に早くキャッチすることができ

まして、それを学校が組織として対応して、保護者の理解も得ながら書き込みがあ

った分を消すとか、そういう対応もしました。実際にあるというのも私たちも今後

も気をつけていかなくてはいけないというように思っております。 

  そういうことも含めまして、先ほどの保護者の方もですが、地域への啓発という

ようなことで、各学校の広報等でもそういう情報を逐一提供しているというふうな

ことも取り組みとして行っているということであります。 

  以上です。 

○議長（秋田裕三君） 12番、高山政信議員。 

○１２番（高山政信君） そのあたりしっかりとやられておるようでございますので、

今後とも注視していっていただきたいと、このように思います。 

  それでは、今日のメインでございます鳥獣被害防止対策ということで、過去から

今日を入れて３回目の質問になろうかと思います。我々の任期中、今日を入れて３

回の質問の機会を与えていただいております。そのうち過去に２回質問をさせてい

ただいております。今期我々の任期中に被害がおさまるということは恐らくないで

あろうかと思うんですけれども、次の年度に繋がるように私は質問させていただけ

たらなと思っております。 

  昨日、同僚議員が質問をされました。その答弁の中で、耕作放棄地が325町歩あ
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るというようなお答えをされておりました。大変大きな耕作放棄地があるんだなと

思っております。 

  その中で、やはり我々はしっかりと捉えていかなんだらいかんのんじゃないかな

と思いますけれども、やはり、有害鳥獣が発生というか、被害が出たことによって、

放棄をされた田畑、耕作地が大変多くその中に含んでおるんじゃないかなと、この

ように思うんですね。そこは、しっかり見過ごしてはいけない部分じゃないかなと

思います。 

  その中で、やはり、まずはもって、先ほども申しましたけれども、防護柵の中に

潜んでおる個体もございます。それの追い出しをすること。まずはそういったこと

をして、もとの農地に戻すという、昨日の質問の中にもあったんですけれども、も

との農地に戻すこと。そして、有害鳥獣が出てこない環境をつくり上げること。そ

れには一番、市長も今も取り組んでいただいておるんですけれども、やはり、山の

再生というのがこれはきっと切り離せない関係にあろうかと思うんですけれども、

その中で、先ほども被害の話も出ておりました密植された山、そして私も山は好き

ですから上がって見るんですけれども、下草が生えていないと、全く何も生えてい

ない、いわゆるどういうんですか、ずんべらぼうといったら変な田舎弁になるんで

すけれども、そういった箇所が本当に多く見受けられます。雨が降ればどんと流れ

落ちて谷川に注ぐといった環境にあろうかと思うんです。それでは、やはり動物は

住むことができません。人里におりてくるのは当たり前やないかなと思うんですけ

れども、そのあたり行政のほうも森林管理推進事業、また緑税の活用事業等々、い

ろんなことで山の手入れの推進をしていただいております。 

  中でもこれは効果があるというのは、宍粟の防災林景観事業というのがございま

す。大変地域で村が明るくなった、こういう表現をされるんですけれども、本当に

これ効果があります。確かにシカ、イノシシ類が出てこなくなったという、大変お

褒めの言葉をいただいたりしておるんですね。我々がしたわけではないんです。こ

れは行政がする仕事ですから、そういうことで、やはりそういったことをしっかり

とやっていくべきじゃないかなと、私はそういうふうに思うんです。 

  やはり、山の再生、昨日も同僚議員から林業の話が出ていました。確かにそうな

んです。今まで我々子どものころは、山に行ったってシカなんか見ることもござい

ませんでしたし、イノシシなんかもめったと見ませんでした。そういうことで、や

はりもとの山に返せとは私は申しませんけれども、人里から少し間、バッファーゾ

ーンというんですけれども、そういった環境づくりというのが、これから求められ
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てくるんじゃないかなと。 

  特に、先ほども防護柵のお話をされておったんですけれども、防護柵の見回りを

するのにも、もう入り込んでいてなかなか見回りができない、農家の方もそういう

ふうに言われます。そういったことを農家が気をつけたり、きっちりと住民が気を

つけるべきだろうと思うんですけれども、そういうことの里山づくりをすれば、そ

ういったことも解消できるんじゃないかなと、これから高齢化社会を迎える上にお

いて、やはりそういったことに取り組んでいただいて、少しでも農地を守っていた

だいたり、山を守っていただくということが、これから行政に課せられた大きな課

題、また住民に課せられた大きな課題ではないかなと思うんですけれども、そのあ

たり市長にお伺いしたいと思います。 

○議長（秋田裕三君） 福元市長。 

○市長（福元晶三君） 昨日来もいろいろ出ておりましたとおり、耕作放棄地がそう

いう状況でありまして、一定どうしてもどうもならん、これはやっぱりある意味農

地には無理ではないか、そんな判断をしながら今後考えていくとこういうことであ

りますが、ただいまお話があったとおり、あわせもって山の再生というのは非常に

大きな課題であります。ましてや里山整備であったり、そういった中で鳥獣被害を

防止していこうと、あるいはイノシシやシカのすみかをきっちり守っていくんだと

いうふうなそういう考え方もありますので、今現在はそういう考え方の中で、山も

皆伐しても人工林だけでなく、混合林でやっていきましょうとか、あるいは、先ほ

どおっしゃったように、防災上からも含めて防災林整備を主として地域の皆さんが

主体的になされるところに支援をする中で、里山整備とあわせてやっていきましょ

うと、こういう形で今、緩やかな歩みではあるんですけども、徐々に広がりつつあ

るとこのように考えております。 

  特に、千種の御承知のとおりや、岩野辺のかいわいはいわゆる防災林の整備の中

で地域と一体となってかなりやっていただいて、景観上あるいは里山の整備という

ことで進んでおりまして、そういう先導的なところを見ていただく中で、我が村も

やっていこうという動きに繋がってくると思いますので、今後、そういう整備を積

極的に進んでいきたいと、こう思っております。 

  あわせもって、緑税の活用についても、県の、あるいは県知事の大変な努力によ

って、さらに延長ということになりましたので、あわせもって積極的な施策を打っ

て出たいと、このように考えております。 

○議長（秋田裕三君） 12番、高山政信議員。 
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○１２番（高山政信君） 時間がございませんけれども、ハンターの方が大変活躍し

ていただいております。その中で、ハンターの方が大変少のうなってございます。

その中で、なぜ少のうなったか。それは高齢化になって、おもしろみがないんやと、

おもしろみがないというのはなんぞいなという話なんですけれども、どうしたら人

が増えるんだと、ハンターが増えるんだと、女性のハンターを増やしたらどうやと

いう話がございました。そういうことで、やはり女の人にハンターの免許をいただ

けると、機会を与えていただく、考えていただくということも大事かなと思います

ので、これからの駆除に対してそういった少し思い切った施策もお願いを申し上げ、

終わらせていただきたいと思います。 

○議長（秋田裕三君） 答弁要りますか。答弁、当局。 

  福元市長。 

○市長（福元晶三君） ただいま申されたとおりでありまして、十分検討をしながら、

また猟友会とも協議を進めていきたいと、このように思います。 

○議長（秋田裕三君） これで、12番、高山政信議員の一般質問を終わります。 

  続いて、稲田常実議員の一般質問を行います。 

  ２番、稲田常実議員。 

○２番（稲田常実君） ２番、稲田です。通告書に基づき一般質問をさせていただき

ます。大きく２点について質問させていただきます。 

  まず、１点目に、資源ごみのコンテナ収集モデル事業について質問させていただ

きます。 

  現在、市内30ルートに分けて収集しているごみのうち、資源ごみについて、平成

29年のコンテナ収集実施検証に向けて、本年８月より市内の５カ所のモデル地区自

治会対象に説明会が行われております。にしはりま環境事務組合の決算状況を見ま

すと、宍粟市の排出する資源ごみが、平成26年、平成27年と当初計画量を若干減少

傾向にあります。にしはりま環境事務組合にその理由を聞きますと、平成25年の供

用開始から３年、意識の低下というものもありますが、やはり、各自治体の取り組

みにあるんではないかということです。 

  こういった状況の中、どのような効果を見込んでコンテナ回収に取り組むことに

なったのか、その経緯についてお伺いします。 

  さらに、実際コンテナ回収を行うことになれば、さまざまな問題点が生まれてま

いります。具体的に以下４点について質問させていただきます。 

  現在、民間業者が市内至るところに資源ごみ回収ボックスを設置しているが、市
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が設置するとなると、民間業者からの不満は出てこないのか。 

  ２点目に、自治会に設置するに当たり、自治会内での管理が必要になってくると

思います。管理体制や住民負担についてはどうなのか。 

  ３点目に、ステーション回収は直営で行うのか、民間で行うのか。 

  ４点目に、今後、今まで有料であった資源ごみ袋が必要なくなる。有価物を出し

ながらその上袋代を負担するという矛盾はなくなってまいりますが、今まで見込ん

でいた袋の販売収入の減額による影響は。 

  この４点をお伺いします。 

  続いて、大きく２点目ですが、学習指導要領の改訂についてという部分で、中央

教育審議会による学習指導要領のまとめ案が固まりましたが、その象徴でもあるア

クティブラーニングの実践に当たり、教育現場の状況をお聞きします。 

  ６月議会でも質問し、宍粟市で既にアクティブラーニングを導入して授業を行っ

ていることは理解しております。有識者の評論もさまざまな見解がありますが、本

来、教育方法は学校現場の創意工夫に委ねてきたもので、各学校や子どもの実態に

応じて柔軟に行われるべきものとされてきたものであります。 

  内容としては、グループ学習や発表、地域の課題を調べて解決する学習などが代

表的ですが、教育委員会では、今後具体的にどのように進めていくように指導され

ていくのか、お尋ねします。 

  また、現在は、小学５年からの外国語教育も、やはり話せる英語ということで、

３年生からとなります。英会話に重点を置いたものだと思いますが、年間35コマ、

つまり週に１コマ増えることにより、英会話のコミュニケーション力向上にどれぐ

らいの効果があるのか、教育長にお伺いします。 

  また、学校教育以外でも、宍粟市の地域創生の目玉として市民がより多く英会話

に触れることのできるような環境づくりに力を入れてみてはどうかと思いますが、

市長の見解をお伺いします。 

  以上で、１回目の質問を終わります。 

○議長（秋田裕三君） 稲田常実議員の一般質問に対し、順次答弁を求めます。 

  福元市長。 

○市長（福元晶三君） 稲田議員の御質問大きく２点いただいておりますので、お答

えを申し上げたいと、このように思います。 

  まず、最初に、資源ごみのコンテナ収集モデル事業、この関連の御質問のところ

でありますが、コンテナ収集に取り組むことになった経緯でありますが、平成27年
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度に一般廃棄物処理基本計画の中間見直しを行う際に、市民13名で構成する「宍粟

市ごみ分別収集検討委員会」を組織し、平成24年度から始まった分別収集の中で明

らかになった課題を整理していただき、今後の方向性について平成28年１月29日付

で答申としてまとめていただきました。 

  その中で、現行の資源ごみ袋による収集について、各家庭内では、ごみ袋をいっ

ぱいにするのに時間がかかるため、複数の資源ごみを家庭内にとめ置きしている家

庭がかなりあることであったり、にしはりまクリーンセンターでのごみ袋の破袋作

業などに費用や手間がかかる上、再資源化できないため、破袋した袋を焼却処理さ

れていることから、袋収集からコンテナ分別収集への変更が望ましく、市民へ十分

な説明を行い、理解と協力を得ながら進めてほしいという答申内容でございました。  

  この答申を受け、一般廃棄物処理基本計画では、資源ごみの収集運搬体制につい

て、現行の袋による収集からコンテナ収集に変更し、平成30年度実施に向けて平成

28年度はモデル事業に取り組む予定と、このようにしているところであります。 

  以下、４点の具体的な御質問でありますので、このことについては担当部長より

後ほど答弁をさせます。 

  続いて、学習指導要領の改訂に伴うところの御質問の中で、地域創生の目玉とし

て、より多くの市民に英会話と、この御質問でありますが、市民の方が英会話に触

れる機会としましては、現在、各生涯学習事務所で実施しております講座、あるい

は国際交流協会が開催をされております外国人の方と市民の交流の場であります、

お茶ットルーム、さらにまた、英会話教室等があり、現在活発に活動をしていただ

いておるところであります。 

  お話の中にありましたとおり、子どもや若い世代の方が英語にじかに触れたり、

さらにまた、そのことを通じて英語に精通すると言いますか、そういうことがこれ

からの将来にとって、あるいは地域創生にとっても人材育成に繋がるものであると、

このような認識は同感であります。また、そのように思っているところであります。  

  したがいまして、市としても、今後、より多くの方々が英会話に触れることがで

きる支援であったり、あるいは外国語を学ぶ自主サークル等、その場所や機会の提

供、あるいはサークルの支援、育成、そういったことについて、今後積極的に行っ

てまいりたいと、このように考えておりますのでよろしくお願いします。 

  また、学習指導要領の中身につきましては、教育長より答弁をさせます。 

○議長（秋田裕三君） 西岡教育長。 

○教育長（西岡章寿君） 私は、稲田議員からの２点の質問につきまして答弁させて
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いただきます。 

  まずは、アクティブラーニングのほうなんですけれども、次期学習指導要領が目

指しているのは、特に特定の学び方や学習形態の定着を図るということだけではな

くて、習得、それから活用、探求という学びのプロセスの中で、問題発見や問題解

決に至るいわゆるこの深い学びというのが一つの課題なんですが、これをさせるこ

とにあるというふうに理解しております。 

  そのためには、他者との協働による対話的な学習活動に取り組むというだけでは

なくて、見通しをもって学習に取り組み、学習活動を振り返って、そして、次に繋

げていくような習慣を身につけるということ、このことによって主体的な学びを引

き出すということが重要なポイントではないかと思っております。 

  教育委員会としましては、授業づくりにつきまして、教師一人一人の意識改革を

図るとともに、また、研修会さらには研究会も含めまして、学校訪問や授業研究会

などの機会を捉えまして、指導助言を行っていきたいというふうに考えております。  

  それから、英語教育のほうですが、学習指導要領の改訂の議論の中では、小学校

段階の英語教育につきましては、絵本等を活用して「聞く」「話す」と、こういう

ふうな活動を中心に体験の重要性というものが語られています。また、中学校の英

語教育を前倒しして行うというイメージではなくて、英語に対する苦手意識を払拭

することが困難であるといった指摘もありまして、この時期の児童が持っている音

声への気づきとか、意味内容を類推する能力を、言葉を使う中で自然に育てるよう

に、また身につくように工夫するべきだというふうに言われています。 

  次の指導要領が改訂される中では、小学校５、６年生の授業時数が年間35コマ増

えるんですけども、これにばっかり注目が集まりがちですが、そのことと同様に３

年生、４年生にも外国語教育が導入されていくということも大きな意味があるのか

なと思っております。 

  本市では、早い段階からＡＬＴのようなネイティブスピーカーの発音を実際に聞

きまして、それをまねするというようなことで、「聞く力」とか「発音する意識」

を高める教育を推進して、５、６年生への英語教育へ、そして、さらには中学校段

階での英語に繋げていき、少しでも英会話力といいますか、そういうものが向上し

ていけばというふうに考えているところであります。 

  以上です。 

○議長（秋田裕三君） 小田市民生活部長。 

○市民生活部長（小田保志君） 私のほうから、資源ごみのコンテナ収集モデル事業
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についての御質問のコンテナ回収にかかわる４点の問題点についてお答えします。 

  まず、１点目の回収ボックスを設置している民間業者からの不満がないかという

ことでございますが、現在のところ特に民間業者のほうからそういった不満の声は

聞いてはおりません。 

  続きまして、２点目の自治会に設置するにあたり、自治会の管理体制や住民負担

についての御質問でございますが、現在のステーションにおきましても、自治会や

隣保等で管理をしてもらっている状況でございますが、ごみ袋から今度コンテナに

変更しまして、市民の方々や自治会等の負担がどのようになるのか、そういったこ

とも検証するために、今回実施するものでございますので、その点御理解のほどよ

ろしくお願いいたします。 

  続きまして、３点目のステーション回収は直営で行うのか、民間で行うのかとい

う質問でございますが、当面現行の区分で対応していきたいというふうに考えてお

ります。将来的には、直営職員の退職によりまして、自然移行というようなことも

考えておるところでございます。 

  続きまして、最後の４点目でございますが、袋の販売収入の減額による影響につ

いてでございますが、袋の収入面と作成に係る支出面から考えますと、ほとんど影

響はないというような状況でございます。 

  以上でございます。 

○議長（秋田裕三君） ２番、稲田常実議員。 

○２番（稲田常実君） それでは、再質問させていただきます。 

  先ほど４点質問したうちの１点ずつちょっといきたいんですけれども、民間業者

から不満がないということで、僕は、市が資源ごみの減少に対して危機感を持って

コンテナ回収をしようと思うのは大変評価できることだと思っております。また、

分別意識が高くないため、いろんな困難があると思うんですけども、検証期間とい

うことで、これからステーションまで運ぶ方法であったり、手足の歩行困難な方も

いらっしゃるんで、その辺の対応をじっくり進めていきたいなと思うんですけれど

も、ちょっと今、業者から不満の声はないということだったんですけど、それいつ

説明されたんですか、説明会はされたんですか、業者に対して。 

○議長（秋田裕三君） 小田市民生活部長。 

○市民生活部長（小田保志君） 業者は集めて説明会のほうはしておりません。これ

からの予定でございますが、何分中身がじっくり固まっていない部分がありますの

で、早急に説明はしていきたいというふうには考えております。 



－155－ 

○議長（秋田裕三君） ２番、稲田常実議員。 

○２番（稲田常実君） 今委託している業者も含めて、違う業者もあるんですけども、

説明会をされずにどうして不満の声がないとわかるんですかね。僕は現実に不満を

聞いているんです。どういうことやと、何も説明がなかったということで、あるん

であれば、今収集している分も含めて、いろんな検討をしていかなければならない、

そういったコンテナを縮小せなあかん部分も出てくるという話を聞いているんです

けども、そこにちょっと矛盾を感じるんですけれども。 

○議長（秋田裕三君） 小田市民生活部長。 

○市民生活部長（小田保志君） 冒頭に市長のほうから説明がありましたごみ分別収

集検討委員会、こちらのほうにごみ収集の事業者さんの組合の代表の方に入ってい

ただいて、いろいろと検討していただいておりますんで、ある程度のコンテナ回収

への移行についての情報は知られているだろうと。それと、あわせまして、市のほ

うで一般廃棄物の処理基本計画、３月末くらいか４月にパブコメをした計画がある

んですけれども、そちらのほうにも平成28年度にこういったモデル事業を行う、平

成30年度からコンテナ回収を行うというような表現で記載のほうはさせていただい

ておりますんで、そのことによって大枠は御存じだろうというふうに判断をしてお

ります。 

  ですけれども、親切に詳しい説明のほうは業者さんのほうにはしておらないので、

今後改めてやっていきたいというふうに考えております。 

○議長（秋田裕三君） ２番、稲田常実議員。 

○２番（稲田常実君） わかっているだろうというのは、そちらの考えなので、やは

り、そこはやっていただかないと、後々トラブルになって結局全てのことがそうで

すけども、一体となってやっていかなあかん部分と行政が主体となっていかなあか

ん部分は分けていいと思うんですけれども、やはり、それは勝手推測で、向こうに

してみたら何のことかもわからんようになるんで、これから代表の方がどれだけほ

かの方に伝えられているのかわかりませんけども、丁寧な説明をお願いしたいなと。

混乱のないようにお願いします。 

  ２点目の自治会内での管理ということで、自治会長なり自治会でまたそれをいろ

いろ検討していただくと思うんですけども、これも検証結果を待つということで。 

  ３点目のこの直営と民営ということで、これもデリケートな問題なんですけども、

３年前にも同じような質問をさせていただいて、なかなか職員の方もいらっしゃる

と。できれば早く民間に移行していくべきだと思うんですけれども、また、このス
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テーション回収を直営と民間で分けるということは、直営の部分が担保されるとい

うことなんで、僕はいついつってこれ切れない問題だと思うんですけれども、本当

にこのことをすることによって、それが遅れるんじゃないかなと心配をしているわ

けです。 

  というのが、僕もこの３年間いろいろ勉強しまして、調べてみますけども、市民

感情で言うと、要る部分なのか、要らん部分なのかということがわからないんで、

原点に立って考えてみると、縮小というのか、本当にその民間だけではだめなのか

というのがあって、そもそもコンテナ回収をするとなると、今までの品目ごとに集

めていますわね、品目ごとに集めていって、例えば直営の場合やったら、ペットボ

トル、紙製容器、あとプラスチック、その辺は直営で集めることになってくるんか

と思うんですけれども、例えば、それを業者に全て委託された分の経費検討なんか

はされなかったんですかね。 

○議長（秋田裕三君） 小田市民生活部長。 

○市民生活部長（小田保志君） 経費の検討のほうはさせていただきましたが、何分

直営の職員を抱えておりますので、民間の業者さんに渡すというのは、どう言いま

すか、今まで経験がない業務をしていただくというようなことで、速やかに移行で

きるのは今まで収集の業務に携わってきた直営班かなというようなことで、今のプ

ラ製容器包装についての収集を３班編成で今やっているんですけれども、徐々に退

職者が出てきますんで、３班が２班になり、２班でそれができるのかどうなのかと

いうのは、平成30年度に向けてのちょっと課題ではありますけれども、できると判

断すればそのまま実施はしますし、無理だというふうなことになれば、民間さんの

ほうに移行するのかなというふうに考えます。詳しい経費面の比較というところま

では、十分なことはしておりません。 

○議長（秋田裕三君） ２番、稲田常実議員。 

○２番（稲田常実君） そもそも４年前、３年前かな、入札があったとき、もっと前

やね、ペットボトルとか、その辺の入札形態が曖昧であったことはもう認められて

いるんです。ふなれとか関係なしに、結局業者に提示した条件と違う条件で入札が

できなかったということなんで、その辺もやっぱりもう一度やっていただきたいの

と、それから、別にどうしても災害時のこととかを考えて直営が必要だと、また、

それは話が変わってきますけども、やはり、経費、例えば積み替え作業というのを

行えば、業者によって仕分けをしても経費は変わらないと思うんです。それが積み

替えに対する規定も曖昧なものですし、例えば、小さい車で集めて大きな車に積み
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替えるというような作業が可能であれば、業者でも十分できることだと思うんです。

たびたび少ない量でもにしはりま、テクノまで走る回数を考えると、積み替え作業

のほうが安くつくという話もあります。その辺の試算を多分まだされていないと思

うんですけれども、業者に対することじゃなくて、市もそういう試算はできると思

うので、一度やっていただいて、それでちゃんとできない説明というのをちゃんと

してください。今の段階でしたら、ふなれであったとか、うやむやとした部分で僕

これ説明できないんで、部長、多分その辺も調べられていると思うんで、今後ちょ

っとその辺していただけますか。 

○議長（秋田裕三君） 小田市民生活部長。 

○市民生活部長（小田保志君） こちらのほうも今回のコンテナ収集で住民、市民の

方々の利便性を高めるというのが、第一のポイントなんですけれども、市のポイン

トとしましては、やはり合理的に収集するというふうなこともあります。ですから、

今までの収集形態がいいのかどうかということは、こちらも検証はしていかなけれ

ばならない、なるべく効率的に実施するということであれば、直営がどうなのかと、

そこらの部分もその評価の中に入ってくるんかなというふうに考えます。 

  また、実際にパトロールというような業務もやっていかなければならないとは思

います。ですから、今私どもの扱っている業務の中で、火葬とか、し尿とか、そこ

らの部分、以前は直営でやっていた部分があるんですけども、今は全部委託という

ようなことで対応しておりますんで、このごみ収集がそれはできないというわけで

はございませんので、今後、先ほど議員のおっしゃったことについては、検討して

いきたいというふうに考えます。 

○議長（秋田裕三君） ２番、稲田常実議員。 

○２番（稲田常実君） やはり民でできることは民ということで、別に、今、例えば

これで委託料が仮に増えてきた場合は、僕は直営があるからそれが下げられないん

だと思うんで、直営でなければ下げる方法もあります。だから、その辺を検討して

いただきたいのと、最後の４点目なんですけども、このごみ袋、今まで資源ごみ袋

を販売していた分がなくなったことによる、金額による影響はほとんどないという

ことだったんですけども、前からずっと会派でもそうですし要望していたんやけど、

やっぱりごみ袋の件で販売代金が収集経費になっているということで、あれだけか

たくなに反対されていたんですけども、それは何か打開策はあったんですかね。金

額が一緒というわけじゃないと思うんです。やっぱり販売代金があって、可燃のご

みは燃やすんで確かに経費はかかってくると思うんですけど、資源ごみというのは
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あくまでお金になる分ですから、そこから今まで袋代なりシール代を負担してもろ

うとったんが、そもそもおかしい話やと思ったんですけども、それがどうしても収

集経費に充てられるようなニュアンスでずっと聞いていたんで、何かその打開策は

あったんですか。 

○議長（秋田裕三君） 当局、答弁。 

  小田市民生活部長。 

○市民生活部長（小田保志君） 打開策といいますか、私が認識しているのは、あく

までも可燃ごみは、そういった焼却処分とか経費がかかりますんで、当然単価的に

は高いと、移送コストもかかりますんで、その分と、あと向こうでの処理代という

のがありますんで、その分は高く設定はしております。資源ごみのほうにつきまし

ては、有価では売れることは売れるんですけども、それにしてもやはり収集移送コ

ストとかということを見ますと、やはり可燃ごみの袋と資源ごみの袋の要は経費が

かかるのがかなり違いますんで、コスト的には資源ごみの袋は単価を45リットルで

10円で売っているというようなことで、可燃ごみの袋が25円ですから、半額以下で

売っているということで、それはほとんど移送コスト分というようなことでいただ

いておるところでございます。 

○議長（秋田裕三君） ２番、稲田常実議員。 

○２番（稲田常実君） わずかな金額だったら、そんな影響ないんだったら、今まで

できていたんですよ。でも、その金額すら必要だということで、今まであれだけか

たくなになかったんですよ。それがなぜ急に。ということは、もっと前からできた

ということですね。今、この検討委員会で一応話し合っていただかなあかん部分も

あるんやけども、時期が供用開始から何年間という、ある程度の時期があったんで、

その時期を待ってという解釈でよろしいんですか。それとも、やはり市民感情から

言うて、そこはもう動かざるを得ないという、結果的によくなればいいんですけど

も、以前に聞いていた、小田部長じゃないですからね、過去の話になるんですけど

も、聞いていたこととあまりに変わったもので、その矛盾点がどうかなと思っただ

けなんです。 

○議長（秋田裕三君） 小田市民生活部長。 

○市民生活部長（小田保志君） 私自身、今回コンテナにかわる中で、市民の方々に

家庭の中で瓶を分けてもらっているというようなところでございます。その中で、

洗わずにそのまま不燃のごみに入れる方も袋代がいる。きれいに洗って乾かして、

袋に入れて出される方にも袋代が要るというのは、そもそもおかしいんじゃないか
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というようなことで、ほかの市町ではコンテナ、袋が要らない方法をとっているわ

けなんですけれども、残念ながら宍粟市については袋代をいただいているというこ

とで、今回、そういった問題、家庭内での矛盾点、せっかく環境に協力しているの

に、お金を負担しているというようなこと、損得勘定ではないんですけれども、そ

ういったことを協力しているのにお金をとられているというふうなこと、そういっ

た思いがないように、環境のことでやっているんだと、それが宍粟市の自然環境を

高めているというようなことで、そこの中には金銭的な負担が発生しないというよ

うなことで、今回の取り組みをさせてもらったわけでして、今後、そういった今ま

で資源ごみの袋代、またシール代といただいていたものについては、平成30年度か

らは取らないような方向で、今までの矛盾点は解消していこうというようなことで

やらせていただきますんで、何とか御理解のほどをよろしくお願いします。 

○議長（秋田裕三君） ２番、稲田常実議員。 

○２番（稲田常実君） コンテナ回収の件がそこまで行ったんですけれども、近隣市

町でもやはり有価物なんで、盗難という恐れがあって、結局朝の７時から９時まで

とかというふうに制約されているところもあったりして、なかなかいつでも出せる

状態じゃないようなところもあるんで、その辺十分検証していただいて、せっかく

いいほうに向かっているんですから、不満のないようにだけお願いしたいと思いま

す。 

  続いて、学習指導要領のことについてなんですけども、先ほどアクティブラーニ

ングの説明もいただきまして、前回もお聞きしているので、その中で一つ習得、活

用、それから探求という話がありまして、子どもたちに深い学びをさせるというこ

とで、そこで一番心配になってくるのが、やはりそれに現場が対応できるのかなと。

なかなか若い方もいらっしゃったり、熟練の方もいらっしゃったり、いろんな教育

現場ではあるとは思うんですけども、今、子どもたちというのは、年齢が上がって

くるごとに能動的から受動的になるという教育の傾向があるようです。教員の資質

っていうのが、かなり影響されてくるんじゃないかなと。 

  例えば、学校でアクティブラーニングを進めるに当たって、その注意すべき点と

いうか、今までこれがゆとり教育からの脱却と言われたり、型にはまってはならな

いとかといういろんな識者の見解があるんですけども、大もととして、先ほど子ど

もたちが意欲的に、学習意欲をかき立てるというような部分で、僕は非常におもし

ろいものだと思うんですけど、それに持っていくために、やはり、先生の力量とい

うのは問われると思うんですけども、先ほど教育研修であったり、研究であったり、
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いろんな部分で、このたび教育研修所もできて、そういうところでアクティブラー

ニングについては、実際オリエンテーションみたいな形でやられたり、いろいろさ

れていると思うんですけれども、その状況はどうなんですかね。 

○議長（秋田裕三君） 西岡教育長。 

○教育長（西岡章寿君） 昨年から取り組んでおりますのは、研修ということで、そ

れぞれの学校の先生を集めて研修をさせていただきました。そして、それに引き続

きまして、今年度も学校訪問も行っておりますし、研究会、研修会も行っておりま

すので、そういう中でのアクティブラーニングについてを取り上げて、互いに学び

合う場を設けております。そういうのが今の現状です。 

○議長（秋田裕三君） ２番、稲田常実議員。 

○２番（稲田常実君） わかりました。よろしくお願いします。 

  先ほど英会話教育のお話をして、いろいろ僕も教育関係の方にその話でいろいろ

聞きますと、やっぱり英会話も大事だけど、まず、今の現状で国語力を何とかして

くれと。日本人の国語力が問われており、本や新聞を読まないことによる読解力の

低下により、算数の文章題であったり、社会や理科、また英語にも影響を示してい

くということで、学校での授業も大切なんですけども、家庭での教育環境というの

が重要になってくると。家庭学習っていうよりも、家庭での教育環境、親と学校が

一体となってするような教育というのが必要となってくると思うんですけれども、

学校で先生と親が話す機会というのは学級懇談会であったり、そういう個々でなか

なか議論することは難しいので、そういう学級懇談会なんかでももちろん取り組ま

れているとは思うんですけれども、今の教育について学校と家庭が密に話し合う機

会というのは確保されているんですか。 

○議長（秋田裕三君） 西岡教育長。 

○教育長（西岡章寿君） 家庭との連携ということにつきましては、学校におきます

担任との学級懇談会、それから家庭訪問等があります。ただ、今、いろんな出来事

があっても電話で済ますんではなくて、足を運んで対応しようというのが市内の多

くの小中学校の取り組みの主になっております。ですから、何か対応しなくてはい

けないことがありましたら、学校から足を運んで、そのことについて話し合うとい

うようなことで、丁寧な対応というのを今心がけてやっております。 

  それから、ちょっと先ほどのアクティブラーニングなんですけど、非常に順調に

いっているように思われると困ることもあるんで、つけ加えておきたいんですが、

主体的に深い学びをしていくという中では、やはり、質もそれから量もこなしてい
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かんといかんというようなことになりますので、そこにちょっと例えば小学校45分

の授業の中で、時間が例えば研究会なんかをやっておりますと、つい丁寧になりま

すから、時間が足りなくなったりするような場面も、今出てきているという課題が

あるんです。そういうことも解決しながら、これからそのアクティブラーニングに

ついてもっと検証を深めていこうとしているところであるということも御理解いた

だきたいと思います。 

  以上です。 

○議長（秋田裕三君） ２番、稲田常実議員。 

○２番（稲田常実君） わかりました。国語にいったり、英会話教育にいったり、ち

ょっとややこしい話になるんですけども、先ほどの国語の家庭教育と同じで、英会

話教育においても、やはり環境というのは大事になってくるんじゃないかなと。宍

粟市もＡＬＴを含めて各中学校単位とか、それから今度、独自のコーディネーター

を配置するということで、前に進んでいる感じがあるんですけれども、外国人が

年々宍粟市でも増えてきた中で、語学力アップというので、今までは海外留学、あ

と塾、いろんなことで、学校でというよりもオプション的な考えで考えられてきた

英会話教育が、今度学校教育に深く取り入れられることになっております。 

  ですから、やはり、その学習塾であったり、例えば、留学というのはかなり経済

的に余裕のある家庭でしかできないと。そのため私、先ほど貧困の話もありました

けれども、ひとしく英会話ができる環境を少しでも多くつくって、これは教育委員

会なのか、市長にお願いせなあかんのかわかりませんけども、その場所の確保、環

境の確保ということで、取り組みとして先ほど国際交流協会であったり、生徒学習

ですか、幾つかの取り組みがあったんですけども、会話を学ぶというのは国際交流

とは少し違った意味があると思うんです。 

  例えば、市内の施設、古民家、今余っている古民家たくさんありますけども、そ

こを今波賀町に住んでおられる方、シェアで住んでおられる方が、特に外国人が働

ける環境ではないんですけど、たくさんいらっしゃいます。そんな方たちを集める

ことができたなら、少し小さなパーティーなどを開催して、そこに子どもたちを放

り込んでしまうと、もう環境ごと英会話づけにする時間、ずっとじゃないんですけ

ども、そういう時間をつくることによってなれ親しんでもらうと。また、希望者が

あれば、各家庭に短期の留学、ホームステイをできるような制度、補助、そういう

仕組みをつくって環境づくりの整備に力を入れていただきたいと思います。 

  そういった機会があることにより、先ほどもおっしゃったように、英語に触れる
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機会、英語嫌いにならない、コミュニケーション力もアップするんではないかと思

うんです。そういう実際どういう授業をするかというのは、具体的なことはまちづ

くりのほうにもお話をさせてもらったんですけども、いろいろなハードルがあると

思います。ただ、そういったことに力を入れていってもいいなというお気持ちがあ

るかどうか、ちょっと市長にお伺いします。 

○議長（秋田裕三君） 福元市長。 

○市長（福元晶三君） 先ほどのもう一つ前の御質問にもあったとおり、ある意味の

貧困という概念からする中で、その連鎖を断ち切るにはいろいろ条件があるんです

けれども、やっぱり学力の場と、あるいは保障というのは大きな要素があるだろう

と。そういう観点からも、先ほどおっしゃったようなことも含めて、これは今後の

大きな課題として検討しなくてはならない、このように考えております。その一つ

には、当然、今おっしゃったことも入っているのかなと、こう思っております。 

  また、同時に、今いろいろなところでお聞きのとおりでありますが、例えば、塾

であるとか、いろんなところの条件がなかなか津々浦々までそろわない状況の中で、

例えば、離島、そういったところにはＷｉ－Ｆｉを使ってとか、インターネットを

使ってとか、そういうことがどんどん普及しておる状況であります。 

  そういったことも含めて、外国語になれたり、私自身も外国語はようしゃべれま

せんけども、これからの社会を考えると、そういう機会をどんどんつくることは非

常に大事だと考えておりますので、ただいま御提案いただいたこと、どんな結果に

なるかわかりませんが、大きく検討する要素があると、このように認識しておりま

す。 

○議長（秋田裕三君） ２番、稲田常実議員。 

○２番（稲田常実君） 地域創生が求められ、地方の力とアイデアというものが今回

試されておると思います。もちろん市長も２、３年後のことじゃなくて、宍粟市の

30年、いや50年先のことまで考えてされていることと思うんです。観光事業も大変

必要であります。特効薬としてわかりやすい施策であると思うんですけども、やは

りハード事業というのが主になってくる。そこでやはり、こういった教育、ソフト

事業を是非充実させていただいて、宍粟市は山しかない、山と田んぼと川しかない

けども、びっくりするような教育システムがあるんやと、そのことによって、ひい

ては人口減に対する社会増、また自然増に繋がる一つの方策ではないかなと思って

います。 

  また、それで、その政治や行政に若い人が関心を持っていただくということが、
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やはりそこに対する、いつも言っておりますが、そこに対する施策というのが大事

になってくると思うんで、やっぱりそこに住み続けたいと思うに教育の充実は欠か

せないということで、宍粟市として自然と教育をコラボレーションしたような、僕

たちも一緒になって考えたいと思いますので、こういう企画ってあまりないようで、

先駆的かどうかわかりませんけども、地方創生は先駆性が問われるということなん

で、先駆というのはやっぱり一番先にやること、パイオニア的なことをやることと

思いますので、よそにないものをまずやっていただいて、市民はそれちょっとうま

いこといかなんでも何も僕は市長に対して別に変な感情を持たないと思います。ま

ず、やっていただくことが、試していただくことが一歩だと思うんですが、くどく

なりますけども、先ほどからお聞きしているんで、方向性は大体わかっております

けども、今、僕が言ったことをそのまま具体に言ったわけじゃないんで、それをや

るやらんは別として、市長の考えはわかっておりますんで、もう少し教育に、今、

力を入れておられる以上に、もう少し教育というソフト的な部分に力を入れていた

だきたいと思うんです。最後に少しだけ。 

○議長（秋田裕三君） 福元市長。 

○市長（福元晶三君） 私の立場から教育の中身はともかくとしまして、将来を担う

子どもたちを育成するのは、これ非常に重要な課題でありますし、まちをつくるの

は人であります。したがって、将来の人材を育成するというのは非常に大事な部分

がありますので、今おっしゃった観点で将来を見据えて進めていきたいとこのよう

に考えておりますので、よろしくお願い申し上げたいと思います。 

○議長（秋田裕三君） これで、２番、稲田常実議員の一般質問を終わります。 

  午前11時10分まで休憩といたします。 

  暫時休憩。 

     午前１０時５４分休憩 

                                       

     午前１１時１０分再開 

○議長（秋田裕三君） 休憩を解き、会議を再開します。 

  続いて、飯田吉則議員の一般質問を行います。 

  ５番、飯田吉則議員。 

○５番（飯田吉則君） 議長のお許しを得ましたので、５番、飯田吉則、一般質問を

させていただきます。 

  大きく２点になるんですけれども、前回にも取り上げたことをまたお伺いするよ
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うになりますけれども、確認の意味も含めましてお伺いしたいと思いますので、よ

ろしくお願いいたします。 

  幼保一元化推進の状況についてお伺いいたします。 

  せんだってありました８月の総務文教常任委員会におきまして、市内幼保一元化

推進計画に係る既存の認可保育所等を対象とした認定こども園運営法人募集要項

（第１次募集）の内容が示されました。時期及び場所については、中学校区ごとに

設置する幼保一元化協議会または地域の委員会において、地域の同意が得られたと

ころから随時決定するという内容でございました。 

  現状、地域の同意が得られた、そういう教育委員会が認識されている校区はどこ

になるでしょうか、お伺いいたします。 

  また、議事録を拝見いたしますと、教育委員会と地域の委員の方たちとの中で、

同意という言葉の考え方がちょっと食い違っているのではないかと思われる部分が

ございますので、その辺についてどのようにお考えなのかということをお聞きした

いと思います。 

  また、第１次募集ということでございますので、当然、第２次募集があるものと

推測いたします。その募集方法、要綱についての違いをお伺いしたいと思います。 

  協議会の中で、最終的に応募者がない場合や、応募があっても失格ということも

あり得るというお言葉もございました。そういった手順を踏んだ上でないというこ

とになれば、公立ということも考えられるとの教育委員会からの御説明があったよ

うに思います。平成31年４月の開園目標ということが掲げられておりますので、ど

の時点がタイムリミットになるのか。その応募者がない、応募されても資格がない

という場合に、じゃあ公立でやろうという決断をされる、平成31年を目指していつ

になるのか、そういう部分をお聞きしたいと思います。 

  ２点目ですけれども、人口減少対策について。 

  これにつきましては、３月議会で私も質問させていただいておりますので、再度

ということになります。本年度発表されました宍粟市の人口ビジョン、2060年に３

万3,000人の人口を目指すとされております。人口の自然増対策として2040年に合

計特殊出生率を2.3まで上げていく、社会増対策では2025年を目途に転入転出の社

会動態をプラマイ０にする、2035年以降は人口減対策の実現により転入超過へ転換

を図ることが必要であるという形で発表されております。 

  そこで、前回にもお伺いしました対策、４点示されておりました重点項目を、住

む、働く、産み育てる、まちの魅力、この対策の中身について宍粟市の独自の特徴
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がある施策がどのように動き始めているのかを示していただいて、そのポイントな

りを市長のほうからお伺いしたいと思います。 

  １回目の質問はこういうことで、よろしくお願いいたします。 

○議長（秋田裕三君） 飯田吉則議員の一般質問に対し、順次答弁を求めます。 

  福元市長。 

○市長（福元晶三君） 飯田議員の御質問大きく２点いただいておりますが、私のほ

うからは人口減少対策、この御質問について御答弁を申し上げたいと、このように

思います。 

  平成27年12月に策定をしました宍粟市地域創生総合戦略において、人口減少対策

このことを重点戦略として取りまとめておるところでありまして、さらにそれをよ

り具体的に進めなくてはならないということで、今、鋭意取り組んでおるところで

あります。 

  宍粟市の魅力である森林からの恩恵を最大限に活用して、住み続けたいまち、あ

るいは安心して子育てができるまち、あるいは子育てに適した環境を、こういった

ことを通じて若者や子育て世代の定住化に繋げてまいりたいと、このように考えて

おりまして、まさに「森林から創まる地域創生」の第一歩が進んだところでありま

す。 

  その第一弾としまして、６月には県下初の森林セラピーの基地としてのグランド

オープンを波賀の赤西、あるいは音水渓谷、さらにまた国見の森とこういうことで

オープンさせていただいて、現段階では順調に推移をしておるんじゃないかなと、

このように思っておりますが、今後、さらにその森林セラピーを通じて、県下はも

ちろん全国に発信していきたいと、このように考えております。 

  また、さらに７月には、姫路市の前神姫バスの待合所をお借りして、「きてーな

宍粟」を新たにリニューアルオープンをさせていただいたところであります。オー

プン式にも多くの方が出席をしていただいて、これまでよりかなり広い面積を確保

する中で、宍粟市の特産物であったり、情報発信の基地としてオープンをしたとこ

ろであります。姫路の方々にもいろいろお聞きしますと、新しいところができて、

広いエリアの中で宍粟市の産物等々がこのように身近で買えて、あるいは触れて非

常にありがたいというお声も聞いておりますし、私もたびたびお邪魔すると、多く

の方がそこに寄っていただいて、宍粟市の魅力を感じていただいておると、このよ

うな状況であります。 

  また、もう一つには、平成29年４月から開校予定としております県立森林大学校、
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その学校説明会も８月中に２回開催をしていただきまして、延べ40人の高校生が出

席をしていただきました。遠くは大阪から県内、さらにありがたいのは地元の高校

生が十数名参加する中で、森林大学への夢や希望を持たれておると、こういうこと

でありますし、同時に、保護者の方でありますとか、地域の方もあわせて御出席い

ただいて、総勢２日間で約100名の方がその様子を見に来られた、あるいは聞きに

来られたとこういうことでありまして、私としても非常に将来に夢と希望が広がっ

た、そんな思いであります。 

  まさに、その森林大学は、もうこれまでも何回も申し上げたとおり、将来の宍粟

市の森、あるいは林業、あるいは将来の宍粟を支えていただく若い人たちを是非こ

の地に踏みとどまっていただいて、将来の宍粟市を担っていただくと、このような

期待が膨らんだところであります。 

  さらに、また、人口流出を抑制する一つの考え方として、それぞれの市民局を含

めた中心的な役割のダム機能、そういったものも持たす必要があると、そういう観

点から、生活の拠点を市民局単位に構築する「生活の拠点づくり計画」、これを策

定をしておりまして、今後、市民の皆さんにいろいろとお示しする中で、御意見を

お伺いして将来のまちづくりの方策を描いていきたいと、このように考えておりま

す。そういうことが、誰もが安心して住み続けることができる地域やまちになって

くるだろうと、こう考えておりまして、今後、さらなる具体的な取り組みを鋭意努

めて進めていきたいと、このように考えております。 

  そこで、ポイントの点でありますが、人口減少の最大の要因は、今さら言うまで

もないのでありますが、転出超過が主な原因が当然あるわけでありますが、その中

でも、特に０歳から100歳の中でずっと見てみますと、大きく突出しておるのが18

歳と22歳と30歳から35歳あたりが大きく突出をしております。それらをつぶさに見

ますと、当然、打つ手がわかってくるわけでありまして、そこにポイントを当てて

施策を打っていくということが大事であろうと、このように考えております。 

  転出超過を転入超過に加えていく、あるいは転出を踏みとどめる、このためには

やっぱり子育て世代の定住化、さらにまた、魅力あるまち、このことが非常に大事

だろうと思いますし、そのことが将来の地域経済の活性化や地域経済を支えると、

こういうことに繋がってくると思いますので、そういう視点で企業誘致であったり、

あるいは企業の支援であったり、さらにまた、働く場の支援として就職支援を含め

て、今後、雇用の場の確保が非常に重要であると、このように考えておりますので、

そういう観点で今後施策を進めていきたいと、このように考えております。 
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  幼保一元化につきましては、教育長のほうから御答弁申し上げます。 

○議長（秋田裕三君） 西岡教育長。 

○教育長（西岡章寿君） 私のほうからは、幼保一元化の推進状況についてというこ

とで、お答えさせていただきたいと思います。 

  この幼保一元化推進につきましては、平成21年の計画策定から７年が経過いたし

ました。達成できましたのは千種中学校区の１校のみの状況であります。その他の

地域でも、学校規模の適正化とあわせまして地域の委員会で協議をしております。

なかなかスムーズに協議が進んでおりませんが、この間も地域での少子化というの

は着実に進んでおりまして、就学前の幼児教育、また保育環境につきまして整備、

さらには子ども・子育て支援の充実は、本市の地域創生という意味におきましても

重要な課題ではないかと思っております。 

  このような中、幼保一元化の同意が得られたのはということがありますが、今の

ところ一宮北中学校区であります。波賀中学校区につきましては、幼保一元化につ

きましては理解は得られておりますが、その時期であるとか、運営法人については

同意がないというのが現状であります。 

  一宮北中学校区では、地域の委員会におきまして、２年間慎重に協議をしていた

だきました結果、「地域の未来を担う子どもの最善の利益を考慮し、新しい幼児教

育・保育環境を整えることが必要である」とこういう文章によりまして、協議結果

をいただきました。実施期間は平成31年４月ということで、実施場所は、小学校と

の連携を考慮しまして、近くにというふうなことで同意を得ております。平成28年

７月12日にこの同意を得まして、協議会を設置してスタートしたところであります。  

  ただ、第１回の協議会で、委員からは、幼保一元化の必要性について、慎重に協

議を進めるべきではないかという意見も出されましたが、就学前の幼児教育である

とか、保育環境の整備につきましては、早期に必要であるという根本的な部分での

理解は、教育委員会との考えと相違がないというふうに思っております。 

  それから、次に、運営法人のことでありますが、ガイドラインの規定に基づきま

して、まず、第１次募集としまして、市内の保育所運営に実績のあります社会福祉

法人を対象に、全ての中学校区に設置する認定こども園の運営法人を募集すること

としております。 

  その後、応募のなかった地域におきましては、第２次募集としまして、市内の社

会福祉法人、または、今後、地域で設置される社会福祉法人に対象を広げまして、

募集をしまして、運営法人を選定できた地域から、順次、具体的な協議が進められ
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たらいいなというふうに思っております。 

  それから、最後に、一宮北中学校の協議会で示しております平成31年４月の開園

につきましては、地域との協議がスムーズに進みましたら、最短で建設が可能な目

標設定がありますので、少なくとも今年度中に運営法人と建設場所の選定が必要で

あるというふうに考えております。 

  いずれにしましても、計画どおり新園が開設できるように、今後も引き続き丁寧

に説明をして、協議を進めていきたいとこのように考えております。 

  以上でございます。 

○議長（秋田裕三君） ５番、飯田吉則議員。 

○５番（飯田吉則君） まず、最初に市長から答弁いただきましたので、人口減対策

についてのことについてお伺いしたいと思います。 

  先ほどおっしゃいました森林から創まるということを大前提に緑、ない物ねだり

ではなく、宍粟市が最も武器として使える大自然を前面に押し出しての森林セラピ

ー、また、「きてーな宍粟」による宍粟の魅力の発信、または、森林大学校の誘致

によります若者の流出を防ぐ、または、他地域からの若者を受け入れるというよう

なことをおっしゃいました。確かに、有効な施策の一環ではあろうと思います。

「きてーな宍粟」を今展開されておるわけですけども、せっかく姫路のまちの中で

そういうことをやっておる以上、そこに来られた方がどういう形で宍粟市においで

になっておるのかとか、そういう形についての動向調査、そういうものについてや

っておられるのか、やろうとしておられるのか、その辺のところを少しお聞きした

いのと、それから、先ほどおっしゃいました流出を抑制するためのダム機能を持た

せた各市民局単位ぐらいでのコンパクトシティじゃないんですけども、拠点づくり

という形のお話もいただきましたけれども、実質ただ単に拠点をつくるというだけ

ではなしに、拠点をつくることによって何をどうするのかというか、その地域の人

口動態、だからそこで何をやれば人口がとどめられるのか、流出が防げるのかとい

う部分について、もう少し突っ込んだところを考えていかなければならないと思う

んですね。 

  先般、ちょっと議員研修会というものに参加いたしまして、島根県の中山間地の

研究センターというところの統括官であります島根県立大学の大学院の藤山 浩さ

んという先生のお話を聞かせていただきました。人口の１％を取り戻そうという戦

略ということなんですけれども、各地域に目標を持っていただいて、外部からＩタ

ーン、Ｕターンを取り込もうという考え方なんですけれども、やはり、行政だけで
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取り組むということはなかなか難しいと思うんですね。やはり、廃っていく地域を

何とかして守ろうという町民、市民の方を巻き込んで、何とか新しい人に住みつい

てもらう、それによってまた出ていく人も防ぐという形の考え方をしていったら、

何とか最終的に長い目で見て人口の減少がとまり、人口の増に繋がっていくという

お話でございました。 

  一番ネックになるのが３世代、７人ぐらいをセットにして呼び込んでくるという

ことが一番効率的だということで、１に30代前半夫婦が４歳以下の子どもを連れて

Ｉターン、Ｕターンをしていただく、それから20代前半の夫婦だけでＵターン、Ｉ

ターン、それから60代前半ぐらいの御夫婦がＵターン、Ｉターンしていただくとい

う形のものをつくっていくことによって、今から子どもを。産み育てる人、今から

次々と子どもを何とか産み育てていくという可能性のある方、そして、経験値を積

んだ方に田舎に来ていただいて、いろんな意味で協力をしていただくというような

形でやっていくというようなことがありました。 

  どうかこういうことを見本にしていただいて、ただ単に拠点をつくるだけでなし

に、拠点をつくることによって、そういう人たちを呼び込んでみんなで協力をしよ

うという体制をつくる、そういう考え方をどうかしていただいて、最終的には行政

だけがやっていくんじゃない、住民が自分たちのまちは自分で守るんだという意識

高揚を図るということについて、市長が前面に立って旗を振っていただくというよ

うな考え方はできないでしょうか。 

○議長（秋田裕三君） 福元市長。 

○市長（福元晶三君） 生活の拠点づくり計画の少し具体については、また担当部長

のほうからですが、今おっしゃったように、考え方は、市民の皆さんやあるいは団

体やいろんな方々と協働で拠点をどうするかということ、その考え方は当然であり

ますので、その方向で進めていきたいと思います。 

  それから、１点目の「きてーな宍粟」の動向調査ということですが、具体的なこ

とは担当部長からあるかもわかりませんが、私も何回かお邪魔する中で、ざくっと

ですが、かなりの方が「きてーな宍粟」にお越しになっておるんですけれども、約

半数ぐらいの方がこうおっしゃいました。「市長、私の祖父は宍粟出身なんや。祖

母は宍粟出身なんや。私も宍粟からここへ出て姫路におるんや。」という方が、私

がいた段階で半数程度の方がおっしゃって、宍粟の香りを、あるいは宍粟の色をこ

こへ出していただいてうれしいなあというようなことを言われまして、宍粟へも何

回もこれからお邪魔をしたいと、いや、ふるさとへも行きたいとこういうお話もあ
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りますので、今後そういうことを通じて。どんどん宍粟へ足を運んでいただけるん

ではないかなあと、このように思っております。 

  具体は担当部長のほうから答弁させます。 

○議長（秋田裕三君） 中村企画総務部長。 

○企画総務部長（中村 司君） 議員おっしゃいますとおり、生活圏の拠点づくりに

つきましては、やはり拠点をつくるだけではだめだということはもっともなことだ

と考えております。 

  やはり、賑わいづくり、それから日常生活に不便のない、そういう部分で、やは

り人が集まっていただける、そういう部分も必要になってくると考えております。 

  それと、おっしゃいますように、流出だけをとめていただけでは、やはり人口減

はとめられません。ですから、流入人口を増やしていく、そういう部分につきまし

ては、やはり空き家の部分、やはり不動産がそのまま放置になって逆に負の財産に

なってしまう、そういう前にやはりもう帰ってこられない方については、その財産

を手放していただいて、新たな人に譲渡していくという部分も進めていく必要があ

ると思います。 

  しかしながら、やはり、コミュニティーの部分でございますので、各自治体にお

いて、今までの歴史等もございます。それをやはり受け入れ体制の部分も意識のと

ころでかえていく必要もあるのかなと考えております。 

  ですから、そういう部分も含めて公共交通も、集落もその部分で維持していく上

で公共交通網を整備していく、そういう部分も含めて利便性を向上していって、で

きるだけ市外から市内へ転入していただけるような施策をとっていきたいと、そう

いうふうに考えております。 

○議長（秋田裕三君） 中岸産業部長。 

○産業部長（中岸芳和君） 私のほうからは、ＰＲ館の関係について御説明させてい

ただきたいと思います。 

  ＰＲ館は、市長が申しましたように、７月の29日にオープンしまして、まだ今の

ところ一月ちょっとでございます。その中で、関連部局と協議をした中で、まず、

定住相談を今のところ週１回行っております。また、それに加えてしそう森林王国

観光協会のほうから定期的に、これも週に１回の観光ＰＲ等も行っております。そ

の中で、やはり宍粟市から見て資源でないものであっても、都会の方から見て資源

というものもあるということで、今からどういうものが使えるのか、またどういう

ものが欲しいという来訪者の要望があるのか等についても、まだ一月少しですので、
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今月中には一度「きてーな宍粟」の運営母体とも協議しながら、何が足りないのか

ということも入れて、動向、そして宍粟に求められているものを把握して、それに

ついての整備等も進めていきたいなというふうに思っております。 

○議長（秋田裕三君） ５番、飯田吉則議員。 

○５番（飯田吉則君） 先ほど中村部長のほうからおっしゃいました拠点づくりの中

でいろいろと考えていかなければならない部分という中で、そういう形で北部地区

で拠点をつくっていくということに関して、その拠点からかなり離れたところはあ

るというのは御承知のとおりなんですね。そういう方たちは、そこに拠点を集約す

ることによって、何か自分たちは切り捨てられるというような危機感をお持ちにな

ること、これは仕方がないと思うんですけども、その点について何とかそうではな

いんだという部分をやっていっていただかないと、本当に合併して10年過ぎていっ

て、とうとう私たちは切り捨てられるのかというような思いを持たれる方も多くあ

ると聞いておりますので、どうかその辺のところは最大限の考慮をされながら、今

の公共交通の運用等々を吟味いただいて、そういうことだけはないようにしていた

だきたいと思います。 

  それと、今、産業部長がおっしゃいました定住相談という部分について、まだ一

月余りなんですけれども、どういう状況であるかということだけちょっとお聞かせ

願いたいと思います。 

○議長（秋田裕三君） 平瀬まちづくり推進部次長。 

○まちづくり推進部次長（平瀬忠信君） 飯田議員の質問にお答えします。 

  ちょっと定住相談８月の第１週目の毎週火曜日、そこで午後２時から午後４時ま

で、定住相談をさせていただいております。 

  来客者というのはちょっと手元に数字は持ってないんですけども、毎週大体２、

３名程度の相談があるということは聞いております。 

○議長（秋田裕三君） ５番、飯田吉則議員。 

○５番（飯田吉則君） 先ほど申しましたその中で、いかに宍粟市にＩターンとかい

う方を呼び込めるかというものはかなり重要な位置を占めているんじゃないかなと

思うんですね。そういうところを最大限に利用していただいて、その定住促進を図

る、移住促進を図るという部分については、本当に有効なツールだと思うので、そ

の辺は有効に使っていただきたいと思います。 

  このことについては、後から同僚議員がまたいろいろと御質問されると思います

ので、その部分をお願いして、この部分については終わりたいと思います。 
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  続きまして、教育の幼保一元化の推進状況についての質問をさせていただきます。 

  先ほど教育長のほうからありました一宮北中校区では、御理解いただいて、そう

いう形での協議会に進んでおるということなんですけれども、先般、いつだったか

な、行われました第１回目の協議会の冒頭で、委員の方から３点教育委員会のほう

から示されたという部分、実施時期が平成31年の４月、それから実施場所が小学校

連携を考慮して、小学校付近に新たに設置すると、それから運営のあり方について

は、宍粟市教育委員会が示す方針のもとで行うという部分を提示されていた中で、

委員の中から、そういうことをさすがにぽっと言われても、前の経緯がわからない

という方がおられたりして、ちょっと、えっというような部分があったんですけれ

ども、聞きますと、５回目の委員会の議事録がホームページにアップされていない

と。かなり４、５カ月たっているんですよね。 

  思うんですけれども、これだけ人の心ってすぐに揺れ動くものです。そういう協

議会とか委員会を開くのに、年に２回ほどしかないという部分について、どういう

ふうにお考えなのかなと。それは性急に進めるということについて、確かにそうか

もしれませんけれども、もっともっと深く深くこう話し合っていくことによって、

お互いの心も打ち解けるというんですか、そういう部分での委員会なり、協議会と

いうものが必要ではないかと。何かずっと体裁を整えていって、これでどうですか、

これでどうですかでなくて、もっと腹を割って話せる委員会とか協議会にしていか

なければ、最終的に心同士が繋がって、本当にみんなで幼児教育、保育をやってい

こうという機運にならないんじゃないかなと思うんですね。その辺が若干欠けてい

る部分で話が前に行ったり後ろへ行ったりしていくというふうに考えるんですけど

も、その点についてどうお考えでしょうか。 

○議長（秋田裕三君） 西岡教育長。 

○教育長（西岡章寿君） 今、御指摘がありましたホームページに委員会の議事録を

アップしていなかったという、これにつきましてはその場でも申しわけなかったと

言うたんですけども、幾ら何でも４カ月も過ぎてというのは、これは大変迷惑をか

けましたので、今後そういうことのないように十分気をつけていって、地域の皆さ

んにも広報できたらと思っております。 

  それから、大体二月に１回は委員会または協議会を今進めておったんですが、今

回メンバーがかわられて、新しいメンバーになってからスタートしてくれと要望が

あった中で、そのメンバーの選考に非常に戸惑ったということで、第１回の協議会

が７月になったということで、これも遅くなったということで、御迷惑をおかけし
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たんですが、少なくとも２カ月に１回はあちこちやっておりますので、そういうペ

ースでは開きながら、十分に意見を聞かせていただきたいと、このように思ってお

ります。 

○議長（秋田裕三君） ５番、飯田吉則議員。 

○５番（飯田吉則君） そんな中ではあるんですけれども、教育委員会からのいろん

な意味で内容説明が一貫していないという部分があるんですね。そういうところを

保護者の方からお伺いはしておるんです。 

  事務局が平成27年10月に第４回の委員会で、この法人の説明の場所で、保育事業

に携わっていない法人に頼むことはないという議事録があるんですね。ところが、

平成25年のこの第５回の委員会になりますと、要はガイドラインの中で法人選定基

準というものがあってというくだりがあります。要は、今おっしゃって、先ほども

おっしゃいました第１段階では、市内で幼児保育の経験のある法人で選考していく

と。それで、なかった場合には第２段階として、ほかの社会福祉法人なり、地域で

設立される福祉法人というような形の説明書きがあるわけですけれども、これも１

がなければ自動的に２に移るというようなことになっておると思うんですけども、

ということは、その平成27年の10月に説明されたときに、ここしかないわけですね。

事業に携わっていない法人に頼むことはないということだけなんです。 

  その時点で、もうこの部分についてガイドラインは前から決まっておることなん

で、きちっと説明するべきやと思うんですね。だから、そういう点で保護者の方も

不信感を抱くというふうに繋がっていくんじゃないかなと思うんで、もうやろうと

していることはいいことをやろうとしておられる、これは当然のことなんで、その

辺の丁寧な説明というものは、本当にちょっとしたことで人間の感情を害するとい

うことで、すれ違いが生じると思うんですね。その辺のところについて、教育長、

どういうふうにお考えかなと。 

○議長（秋田裕三君） 藤原教育部長。 

○教育委員会教育部長（藤原卓郎君） 私のほうから、その平成27年４回目の委員会

に出席しておりましたので、状況等を説明させていただきたいと思います。 

  幼保一元化の運営主体についての決め方については、ガイドラインに書かれてい

るとおり進めていくということは、以前から言っております。その平成27年の４回

につきましては、説明が適切でなかったということはあったかと思います。決して

２次募集で市内の社会福祉法人を外すということは考えておりませんでしたので、

そのことにつきましては説明が不適切と考えております。 
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  以上です。 

○議長（秋田裕三君） ５番、飯田吉則議員。 

○５番（飯田吉則君） それと、委員会を要は他市へ視察に連れて行っていただいて

いると思うんですけれども、たつの市のまあや学園という民営のところと、公立の

新宮こども園というところへ行っておられます。その後の委員会で皆さんからの意

見を聞いておられるんですけれども、ほぼ全員の方が公立に魅力を感じたと、子ど

もの目も輝いて生き生きしていたという部分にほとんどが集中していました。 

  ところが、その後会長からこれだけみんなが公立を望んでいるのに、教育委員会

はなぜ民営化を進められるのかという問いに、皆さんが公立のほうを望まれている

のはよくわかりましたと、しかし、民でできることは民でという方針に変わりはな

いという、こういう突き放したような答えが返されているわけやね。思うんですけ

ども、じゃあこれ何のために視察に行ったんですか。視察に行ったらまあや学園が

すばらしかった、民でいいんだという御意見がいただけるという思いで行かれたん

でしょうか。どうでしょう。 

○議長（秋田裕三君） 藤原教育部長。 

○教育委員会教育部長（藤原卓郎君） その視察に私も行っております。視察の目的

としては、公民問わずこども園の状況を知っていただくということが一番の目的で

ありました。視察に行った時間帯が私立の場合は午前中、公立は午後ということで、

少し子どもと接する、子どもを実際見る時間がなかったということがありました。

そういうことからいろいろと意見のもらった内容が違ってきたところもあります。

決して意見を無視して民間でできるところは民間という意味で言ったわけでありま

せん。公立、民間のよいところを取りながら、やはり、市の幼保一元化は社会福祉

法人で進むという原則的なものがありますので、それをお願いしたということで、

そういう発言をしたと思っております。 

○議長（秋田裕三君） ５番、飯田吉則議員。 

○５番（飯田吉則君） ちょうど前回のときにも申し上げましたけれども、このたつ

の市では、地域の要望なり、そういうことに対してすごく耳を傾けられまして、こ

の４月において、必ずしも民営化はしないと、幼稚園存続という希望のところは、

とりあえず幼稚園で続けると、公立が望まれるところにおいては、公立を設置する。

最終的に民、これに理解が得られれば民に移行されると思うんですけれども、当面、

そういう形での事業を展開しているということになっていました。そのことも提案

したんですけれども、このことについてどうお考えでしょうか。 
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○議長（秋田裕三君） 西岡教育長。 

○教育長（西岡章寿君） たつのの場合も十分理解しているつもりです。ただ、やっ

ぱり宍粟市の場合は、本当に少子化が急速に進んでおりまして、この少ない子ども

たちを民と公立というふうなことになると、本当に民が立ち行かなくなるという可

能性が非常に強いというのを、これも危惧しております。そういう中で、やはりこ

の少子化を解消して、少し適切な規模での子どもたちの育ちを、また保育を保障し

ていくという意味におきまして、やはり今の方向で宍粟市は進めていきたいとこの

ように思っております。 

○議長（秋田裕三君） ５番、飯田吉則議員。 

○５番（飯田吉則君） 民の経営ということですけれども、特定した場所のことを言

うのはどうかと思うんですけれども、一宮北部地区においては、もう民はございま

せん。公立だけです。そんな中で、特別な地域であるにもかかわらず、その民のと

いう言葉を当てはめるというのは、いかがなものかなと。やはり地域性を見ながら

進めていくというのが、やっぱり行政としては必要じゃないかと思うんですけど、

どうでしょうか。 

○議長（秋田裕三君） 西岡教育長。 

○教育長（西岡章寿君） おっしゃるとおり、一宮北中学校区には社会福祉法人の方

がいらっしゃいませんが、やはり公平を期す意味で、市内全てに社会福祉法人に募

集をかけまして、手を挙げてくださるところがあれば、そこにお願いしたいと。ま

た、第２次募集の中でも再度挙げてくださる方があるかもわかりませんので、その

部分を期待して募集をかけていきたいと、このように思っての取り組みであります。  

○議長（秋田裕三君） ５番、飯田吉則議員。 

○５番（飯田吉則君） 最後に確認します。ということは、２次募集でも達しなかっ

た場合については、公立を考えるということでいいんですね。 

○議長（秋田裕三君） 西岡教育長。 

○教育長（西岡章寿君） このことにつきましては、前回の６月議会でも同じように

答弁しておりますので、最終的に社会福祉法人が手を挙げていただく状況になけれ

ば、最終は市が責任を持っていくということには変わりません。 

○議長（秋田裕三君） ５番、飯田吉則議員。 

○５番（飯田吉則君） 第５回の協議会に移る前の委員会の最終で、締めの言葉をお

っしゃっております。子どもにとってこれで本当にいいのかということに疑問が残

ると。100％を目指してほしい。という言葉を残して閉会になっております。とも
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かくこういう思いでおられますので、どうか教育委員会の皆様も保護者、地域と一

体となって、本当の子どもたちにとって100％ができるように努力していただきた

いと思います。 

  終わります。 

○議長（秋田裕三君） 西岡教育長。 

○教育長（西岡章寿君） おっしゃるとおりに100％を目指してこども園をつくって

いきたいというふうには思っておりますが、100％の皆さんから理解を得られると

いうのは難しい部分があります。より多くの皆さんの理解を得ることによって、よ

りよいものにしていきたいと、このように思っております。 

○議長（秋田裕三君） これで、５番、飯田吉則議員の一般質問を終わります。 

  午後１時まで休憩といたします。 

  暫時休憩。 

     午前１１時５２分休憩 

                                       

     午後 １時００分再開 

○議長（秋田裕三君） 休憩を解き、会議を再開いたします。 

  続いて、榧橋美恵子議員の一般質問を行います。 

  ９番、榧橋美恵子議員。 

○９番（榧橋美恵子君） ９番、榧橋でございます。議長の許可をいただきましたの

で、質問をさせていただきます。 

  なお、質問に関しましては、昨日、同僚議員より質問があり、重複するところが

ございますが、御了承いただきたいと思います。 

  まず、１点目でございます。 

  食品ロス削減の取り組みについて。 

  外食したときに、料理を残すのは是か非か。残すには、全部食べていたらメタボ

になるなど、それなりの理由もあると思います。だが、まだ食べられるものを捨て

てしまう食品ロスが、日本では年間約632万トンも発生していると聞いたら、どう

だろう。国民一人当たり茶わん一杯分の御飯を毎日捨てている計算になります。 

  そこで、当市において以下の点、伺いたいと思います。 

  市内小中学校の給食の食べ残しの状況。 

  教育施設で食育、環境教育を通じて啓発をされていますか。 

  市民の皆さん、またスーパー等の事業者、飲食店が一体となっていくことが重要
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であると思いますが、その取り組みはどう思っていらっしゃいますか。 

  期限の迫った災害備蓄食品を生活困窮者に無償提供するフードバンク等への寄附

はどうでしょう。 

  以上の４点を伺います。 

  次に、元気なまちづくりについて。 

  地方においては、車社会になってしまったことで、歩くことが少なくなり、その

結果、生活習慣病を増大させ、医療費の高騰を招くという悪循環に陥ってくること

を強く認識していかなければならないと思います。 

  元気なまちにするために、一つの策として商店街を歩くのが楽しい、元気が出る、

そんなまちづくりを本気になって取り組むべきではないかと考えます。 

  認知症も今後増えていくと予想されています。そのためにウォーキング、筋トレ

がとても重要だと聞いています。お金をかけずとも健康で生き生きと日常を送って

いくことは可能だと思います。 

  未来のために、今ここで本気になって取り組む必要があると思いますが、市長の

考えをお伺いいたします。 

  以上、ありがとうございました。 

○議長（秋田裕三君） 榧橋美恵子議員の一般質問に対し、順次答弁を求めます。 

  福元市長。 

○市長（福元晶三君） 榧橋議員から御質問、大きく２点いただいておりますが、私

のほうから元気なまち、このことについて御答弁を申し上げたいと、このように思

います。 

  医療費の増加の要因は、人口の高齢化であったり、あるいは医学の進歩であった

り、あるいは疾病構造の変化など、こう言われておる状況でありますが、以前は、

感染症とか急性期医療のものが非常に多かったようでありますが、最近では、生活

習慣病の一つであるがんが多くなってきておる状況であります。そのことも要因の

一つだとこのように思っております。 

  また、日本人の約３分の２の方は、生活習慣病、そのことで亡くなられておる状

況も発表されておりますし、その生活習慣を改善することが健康に生きていくため

に非常に重要であると、このように認識をしておるところであります。 

  市としても、本年度より市民の皆さんが健康づくりに継続的に取り組むきっかけ

として、市が実施しております食の講演会であったり、あるいは健康ウォーキング

教室などへの積極的な参加を促進したり、その中で健康づくりポイント事業という
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ことに取り組んでおるところであります。 

  市内各所におきまして、健康ウォーキング教室に市民の皆さんが多数参加されて

おる状況でありまして、この取り組みがさらに自主的で継続的な活動になるよう、

リーダー養成講座も通して、その取り組みを強化しておるところであります。 

  また、ラジオ体操も非常に健康に対する有効な体操でありまして、長い歴史があ

るわけでありますが、各方面で市民自ら活動されておりまして、また、先ほどお話

があった筋力、その筋力のトレーニングの非常に要素の高い「いきいき百歳体操」

についても、高齢の皆様に非常に好評でありまして、現在、市内82カ所で自主的な

体操グループとして活動していただいておるところであります。 

  そういった各地域で自主的や主体的や、あるいは市が一つの契機として講座を開

いたり、そういう各種方面の中で健康づくりに対して、市民に啓発、啓蒙、あるい

は市民の健康づくりに大いに役立っておるんではないかなと、このように考えてお

ります。 

  今後におきましても、引き続き市民の皆さんが健康への意欲や、あるいは意識を

高めていただく、そのためには自らが健康への挑戦をしていただくような意識啓蒙

も含めて、いろんな施策を積極的に取り組んでいきたいと、このように考えており

まして、自治会でありますとか各種団体や、あるいはスポーツ団体等も連携しなが

ら、より強固に今後取り組んでいくことが重要だろうと、このように考えておりま

す。そのことが元気なまちにするための大きな要素であろうと、このように考えて

おります。 

  そのほか具体的な御質問もありますので、担当部長より御答弁させていただきま

す。 

○議長（秋田裕三君） 平瀬まちづくり推進部次長。 

○まちづくり推進部次長（平瀬忠信君） 榧橋議員の食品ロスの削減の取り組みにつ

いてお答えをさせていただきます。 

  市民の皆さんと一体となった食品ロス削減の取り組みについては、主に、宍粟市

消費者協会との連携による活動を行っております。 

  具体的には、消費者協会総会時における啓発映画の上映や、西播磨消費者団体連

絡協議会での記念講演会の受講、並びに消費生活センターと消費者協会との共同に

よる学童保育での消費生活出前講座における学童への「もったいない」意識の啓発

を実施しておるところでございます。 

  いずれにしましても、廃棄に繋がる無駄な食品の消費は、健康面や経済面におい
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ても好ましいこととは思いませんので、引き続き宍粟市消費者協会との連携などに

よりまして、市内食料品店・スーパーなどにも呼びかけをさせていただく中で、一

体的な市民運動となるように進めてまいりたいというように考えております。 

  次に、期限の迫った災害備蓄食品の活用方法についてですが、現在、本市では、

消費期限３年から５年の災害備蓄食品を保有しております。消費期限が迫った災害

備蓄食品につきましては、市が実施します防災訓練に使用をしておりますが、現状、

残ったものについてはやむなく廃棄処分ということにもなっております。 

  今後は、消防防災課に配置しております防災相談員を活用して、各自主防災組織

での炊き出し訓練や各学校園所での防災教育へ積極的に提供をし、防災意識の向上

を図るなど有効に活用したいと考えております。 

  なお、活用できない部分につきましては、議員御提案のフードバンク等への提供

も検討をさせていただく中で、食品ロスに努めていきたいと考えております。 

  以上です。 

○議長（秋田裕三君） 藤原教育部長。 

○教育委員会教育部長（藤原卓郎君） 私のほうからは、市内小中学校の給食の食べ

残し、また教育施設への食育、環境教育の啓発ということでお答えしたいと思いま

す。 

  学校給食における食べ残しにつきましては、御飯と副食を合わせた総重量で平成

年27度は302.6トンの仕上がりがありました。それに対して3.43％、 10.4トンの残

食がありました。これは、一日平均にしますと54.9キログラムとなっております。 

  教育施設での啓発ということに関しましては、給食センターでは、残食ゼロを目

指しまして、地元産食材を利用し、児童生徒の嗜好へ配慮した献立によりまして、

おいしい給食を提供するように努めておるところであります。 

  また、小中学校においても生活科や調理実習授業での栄養教諭による食育指導や

給食時間においてクラス担任による「生きた教材」として給食を活用した食育の推

進を図っておるところであります。 

  以上です。 

○議長（秋田裕三君） ９番、榧橋美恵子議員。 

○９番（榧橋美恵子君） ありがとうございました。食べ残しがゼロだと思っており

ましたけれども、やはりあるんですね。ですから、本当に子どもたちがおいしいな

と思ってくれる給食を今後目指していただきたいと思います。 

  やっぱりもったいないって思いますので、是非そういう方向性で、何が子どもは
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喜んで食べるのか、栄養はもちろん考えていただいて、どうすればおいしい給食が

提供できて、子どもがまたそれを食べて、また元気に勉強ができる、そういうやっ

ぱり仕組みが大事かなと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

  あるところでは、地元の特産物がありますよね、いろんな野菜とか。それを子ど

もたちにそこの現場に行っていただいて、こういう野菜だよということを子どもが

一緒にそこで生産に取り組んでいくということも入れたり、また、そこの生産者が

学校に出向きまして、これが本当においしい野菜だよと、こういうふうに食べたら

おいしいんだよということを子どもに教えていく、そういう市もあるわけです。そ

ういうことを今後考えていただきたいと思いますが、その点いかがでしょうか。 

○議長（秋田裕三君） 西岡教育長。 

○教育長（西岡章寿君） 給食の食べ残しの部分ですけども、子どもたちが、いわゆ

る私たちもそうなんですけど、ちょっと塩分の濃い味になれているというようなこ

とがありまして、給食はちょっとカロリー計算をして塩分を抑えているんですけど

も、それがおいしくないと捉える子がおったりします。 

  また、おふくろの味としておばあちゃんなんかから伝わった味というのがあった

りするんですけど、最近は共働きの家庭があったり、片親家庭があったりして、大

変忙しい中で食事をつくられるということで、おふくろの「お」をとった袋の味と

よく言われますが、レトルト食品が非常に多くなって、しかもそれがいい味なんで、

それと比べると給食がちょっと味が薄いというようなことで、残ったりすることが

多くなっております。 

  現実的に、この９月、体育祭も終わりますと、３年生の子はもう部活がなくなる

んで、極端に食欲が落ちまして食べなくなります。私も経験があるんですけど、こ

れ何とかせんとあかんなと思いよったら、そんなに残るんやったら10グラム単位で

御飯を減らすことができるということで、３年生は一人当たり10グラム減らしても

らうように、子どもの理解も得て残飯を減らすと、そういう工夫もしました。そう

いうことで残飯を減らしていけたらと思っております。 

  それから、食品につきましては、小学校等で学校農園をやっているんですけども、

そこでできましたサツマイモやジャガイモ、たくさんとれた分につきましては、給

食センターに提供して、ともに食べるというようなことも工夫して、自分たちがつ

くったものをみんなで食べるというようなことも実際にやっております、市内でも。

そういう状況であります。 

○議長（秋田裕三君） ９番、榧橋美恵子議員。 
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○９番（榧橋美恵子君） ありがとうございます。やはり、子ども、幼少期のときが

一番大事だと思うんですね。それから、保育園、幼稚園、そういうときにしっかり

と食べることの楽しさとか、そういうことをしっかりと教えていくことが大事かな

と思います。命をいただくことへの感謝の気持ちをしっかりこの幼少の時期に教え

ていただきたいと思います。しっかり食べて、元気に過ごす知恵を特に幼少期に教

えていくことが重要だとも聞いておりますので、そのときからしっかりと食に対す

る関心を持って、小学校、中学校と大人になっていく。本当に大事だなということ

をしっかりと子どもに教えていただく取り組みを今後も続けていただきたいと思い

ます。 

  食べ残しというのが、残飯が一番多いのがやっぱり家庭から出る物なんです。残

飯なんですね。ですから、その家庭をまた大事にしていただく、私も外食もよくす

るんですが、もったいないから全部食べるようにしておりますけれども、あちこち

見ていましたら、やっぱり残っている、そういうのがあります。ですから、量を多

くするんじゃなくて、いろいろ段階をつけて飲食店さんのほうも残らないように、

そういう計画を立てていただいて、何とか残飯が本当に多くならないようにと啓発

を、やっぱりそういう人たちにもお願いをしていただきたい。もし、本当にすばら

しい取り組みをなさっている、そういうところがありましたら、またいろんなとこ

ろで皆様にお教えをしていって、こういうところがありますよというのを広報しそ

うでも、そういうところで取り上げていただくなり、そういう形もとっていただき

たいなと思っております。 

  国といたしましては、この食品ロスに力を入れておりまして、2020年の東京オリ

ンピック・パラリンピックまでには、何とかこの食品ロス、今632万トンと言いま

したけども、それもどんどん下げていく、そういう取り組みをして、海外の人たち

を呼ぼうという取り組みがなされております。 

  もし、学校でこういう取り組みをしているという、そういういろんないい取り組

みがあれば、国のほうで本当に吸い上げて、いろんなところでまたお教えをしてい

くという取り組みもしていらっしゃいますので、宍粟の学校でこういう取り組みが

あるんだということを、また国のほうに差し出すような、そういうことも考えてい

ただきたいなと思っております。 

  これは長野県の松本市なんですけども、家から出るごみというのがとっても多い

わけですよ。それで、「残さず食べよう！30・10運動」というのがあるんだそうで

す。毎月30日を冷蔵庫クリーンアップデイとしていらっしゃるんですね。10日をも
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ったいないクッキングデイというふうにして、「30・ 10運動」を啓発していらっし

ゃるところがあるんです。私も冷蔵庫にたまに忙しくて奥のほうに何か捨てなきゃ

いけないものが残っていたりするわけです。多分いろんなところの家庭にそういう

ことがあるかとは思いますので、こういうことを本当に打ち出して、みんなが取り

組むいいアイデアをどんどん出していただいて、本当にこのごみというのか、その

残りものが出ると、焼却するのにすごい莫大な税金を費やしていくわけですので、

そういうことがもったいないということをしっかりと皆さんに思っていただける、

そういう取り組みをしていただきたいと思いますが、今申しました「30・10運動」

なんですけども、こういう違った形でもいいですけども、そういう取り組みをして

いこうと思っていただいていますでしょうか。まちづくりですか、はい。 

○議長（秋田裕三君） 平瀬まちづくり推進部次長。 

○まちづくり推進部次長（平瀬忠信君） ただいま榧橋議員さんのほうから「30・10

運動」というお話でございます。非常に食品ロスの問題につきましては、全国挙げ

てと言いますか、国民総出でやっていただかないと効果が大きくは出ないと思いま

すので、先ほど教えていただきました松本市の「30・ 10運動」も参考にさせていた

だく中で、啓発もしていく中で、事業も検討していきたいなと思っております。 

○議長（秋田裕三君） ９番、榧橋美恵子議員。 

○９番（榧橋美恵子君） もう一つお願いしたいことがございます。その食品ロスは

家庭から出るごみが一番多いわけですね。それで、１位が買って忘れる、２位が買

い過ぎ、３位が予定の変更、今日これをしようかなと思ったけど、やっぱり違うも

のをつくっちゃったという、保存の失敗とか、食事のつくり過ぎとかというのが１

番から５番に取り上げられているわけです。こういうこともしっかりまた市民の皆

様に本当によくあることなんですね、これは。それで捨ててしまうという傾向性が

あるわけでありますので、こういう啓発もしっかりとしていただきながら、この食

品ロスしっかりと一人一人が肝に銘じて頑張っていきたいなと思っております。 

  それで、また、先ほどおっしゃっていましたけども、災害備蓄食品をいろんな防

災訓練に使ったり、また、子どもたちのところにそういう備蓄食品を渡して、また

防災対策の啓発をしていくというお話がありました。もし残ったら生活困窮者のほ

うへも、フードバンク等への寄附も考えていらっしゃるということなんですけども、

本当に最近私、いろんな人と出会う中に、本当に生活が困窮していらっしゃる人も

いろいろありまして、いろんな事情で。本当にそういう人たちをしっかり守ってあ

げる、そういうやっぱり取り組みも大事かなと思っております。 
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  以前、ケニアの環境大臣でありましたマータイさんが来日されましたときに、日

本人が忘れておりました「ＭＯＴＴＡＩＮＡＩ」という言葉を広められたことがご

ざいます。もう一度、全てにおいてもったいないという気持ちを一人一人が持ちな

がら、本当に食品に関しても本当に生きていくためには、食はとっても大事でござ

いますので、幼少期のころからしっかりそれを植えつけていただき、本当に大事に

大事にものを大切にしていく、そういう人生でありたいなと思っておりますので、

よろしくお願いいたします。 

  続きまして、元気なまちづくりについてでございますけども、車社会になりまし

て、私も昔は本当によく歩いておりましたけれども、歩かなくなりました。ついそ

こに行くのに車に乗ってしまうということがありますけれども、先日、ある講演に

行きましたときに、本当にやっぱり人間は歩かなきゃいけないということですね。

ですから、まずは山崎町のこの商店街、私は車で通ってしまうんですけれども、本

当に歩いていらっしゃる方が少ない、私、この間、佐用に行きました。平福という

ところは歴史のあるまちでもあるんですけれども、結構歩いていらっしゃるんです

ね。古民家にふらっと入って、またそこは軽くお茶が飲める、そういう民家であり

ましたけれども、そこに入って、私も入っていましたけども、入って来られる方が

何人かいらっしゃって、本当に楽しいなと思ったんです。ですから、山崎町のまち

をこれから高齢社会になります。認知症も増えるかなって言われているこの時代、

20年、30年を見据えて、この宍粟のこのまちが本当に歩いて楽しい、どこでも歩い

て行けるという、そういう皆さんの感覚を取り戻していただくために、まちに認知

症カフェとかそんなのを取り入れていただきたいし、誰でもふらっと入って、ふら

っとお茶が飲めて、誰かとしゃべっていける、そういうまちをつくらなくては、こ

れからの高齢化社会に向けてはいけないかなって思っております。 

  この間行きました平福の古民家では、ある高齢者がいろんなものをつくってそこ

に展示している、それを来られた方がまた買ってくださるということになると、高

齢者の方も楽しみを持って、また生きていけるんじゃないかなと思いました。です

から、そういうまちでありたいなと。どこかに行って、遠いところへ車で行って買

うんじゃなくて、ふらっと行って楽しめる、そういうまちづくりが大事だと思いま

す。 

  いろんなところに私も行かせていただいておりますけれども、智頭町では森林セ

ラピーが全国で１位じゃないかというぐらい取り組みをされておりますし、また、

太子町で昨年、すばらしい庁舎ができました。そこには、ある職員の思いがあった
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んですね。だから、本当にいちずにこのまちにすばらしい庁舎をつくりたいとか、

森林セラピーは日本一にするんだという、そういう情熱的な職員がいて、そういう

結果が得られたと聞きました。ですから、この宍粟におきましても、本当に我がま

ちをどうするんだというような、そういう情熱を持った職員さんをつくり上げてい

ただいて、その人を中心に何十年もかけてここまで来たというそういうものを、魅

力あるまちをつくっていきたいなと思っておりますが、市長いかがでしょうか。 

○議長（秋田裕三君） 福元市長。 

○市長（福元晶三君） まちづくりと健康という概念も含めてでありますが、山崎地

域の商店街を、何とかまちを歩く中で、健康も含めて、あるいはいろんな意味でま

ちを散策と、こういうことでありますが、御承知のとおり、今現在、まち歩きイベ

ントということでボランティアで多くの方々がその地域の歴史や文化やいろんな形

で伝えようという動きを数年していただいて、たくさんの方々が訪れて、一緒にな

って歩いていろんな散策をしていただいております。 

  なお、また昨日もあったとおり、いよいよ商店街の活性化についても商店街の皆

さんや地域の皆さんや、あるいは自治会の皆さんが一体となって、これから拠点を

どうしていこうという動きが始まりました。当然、そういったものと絡みながら、

また地域の皆さんのそのガイドの皆さんとも連携しながら、これからのまちをつく

っていく、このことが必要だろうと思っています。 

  そのためには、職員もそうですし、あるいは市民の皆さんも、このまちに誇りが

持てるようにどうすればいいかというふうなことも含めて、多くの方が情熱を持っ

ていらっしゃいますので、役所ももちろんそうですが、市民の皆さんの参画、協働

の中で、そういったものをつくり上げることが必要かなとこう思っています。 

  そのためには、今おっしゃったように、まず１番は、職員がしっかり勉強して、

将来の志向をしっかり持って、こういうことでありますので、なお一層職員と一体

となりながら、当然、私が先頭になりながら、そういう方向を向いて一緒にやって

いきたいなと、このように思っております。 

  また、あわせもって、歩くことというのは、非常に健康の第一歩だとこう思って

おりますし、脚力というのは、非常にそういうバロメーターになっておりまして、

御承知だと思いますが、近年各地域で朝夕個人的にお友達とか、いろんな方々がウ

ォーキングをなされております。その一つにモデル的に健康コースを設定したり、

先ほど申し上げたように、いろいろ仕掛けをして、さらに輪を広げていくというこ

とも重要なことでありますので、今おっしゃったことを踏まえながら、さらに健康
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づくりへチャレンジをしていきたいと、このように考えております。 

○議長（秋田裕三君） ９番、榧橋美恵子議員。 

○９番（榧橋美恵子君） ありがとうございます。本当に歩くことはとても大事であ

りますので、よろしくお願いしたいと思います。 

  今、今年から健康診断に行きますとポイントがついたりして、応募すると何かも

らえる、もらえると言ったらおかしいですけど、そういう制度ができたとお聞きし

ております。その中に、今私が歩くことが大事だと申しましたけども、歩くことに

参加したときに、またポイントがつくような、そういうのもつくっていただければ

いいかなと思います。 

  かみかわ緑地はすばらしい芝生がいっぱいでありまして、年中気持ちよさがある

わけですけども、そこをもうちょっと利用できないものかなと。そこに行って、本

当に皆様が空を見上げながら楽しく過ごせる時間を私はとっていくことも必要じゃ

ないかなと。もったいない、あの土地をあまり使わないときが多いように私は見受

けられるんですけども、それをもっともっと利用して本当に健康に繋げるそういう

ものもつくっていただければと思っております。 

  認知症が増えると申しましたけども、その予防策といたしまして、ウォーキング

と筋トレと食事が大事だとこの間聞いてまいりました。食事はもちろん、がんとか、

こんなものを食べたら大丈夫だとか、また、認知症にはこれがいいですよというの

がたくさん情報があるわけですので、そういうものをしっかりとまた取り入れてい

ただいて、筋肉を使わないと、筋肉を鍛えないと、やっぱりこけてしまって、それ

がもとで寝込んでしまうということも多いわけですので、本当にそれが大事という

のを口を酸っぱくして言いながら皆様に訴えていただいて、歩くことが大事と。 

  この歩くというのは、私、毎日続けていかなきゃいけないのかなと思っていまし

たら、歩きだめというのが大丈夫なんだそうです。今日は２万歩歩いたけど、次の

日は少なくなった。それもいいんだそうですね。ですから、毎日もちろんするのは

いいんですけども、歩くことのためというのは、食べることのためはできませんけ

ども、歩くということは大丈夫だということを聞きましたので、そういうことを本

当に心がけて、みんなが元気で、先ほど申しましたように、医療費がどんどんどん

どん高騰しておりまして、それで本当に圧迫、これから高齢化社会になってくると、

もっともっと増えて大変なやっぱり時代が来るんじゃないかと思いますので、本当

に今から先のことを見通して、10年後には団塊の世代も75歳になってまいります。

そういうことに気をつけていただいて、本当に楽しいまち、元気なまち、そんなま
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ちがある限りみんなが元気だと思いますので、よろしくお願いをしたいと思います。  

  そして、最後になりますけれども、この商店街を今いろんなことで、いろいろ考

えていただいておりますけれども、商店街の中で全部が楽しめるという町を目指し

ていきたい思うんですね。倉吉のまちはとっても私もすばらしいなと、店には普通

駐車場を設けないと人が来ないんですけれども、駐車場が全くありません。でも歩

いて歩いておいしいものを食べに行っていらっしゃるまちなんですね。そういうま

ちが理想かなと思いますので、よろしくお願いいたします。 

  今、私は車に乗っておりますけれども、あと15年ぐらいすると、免許証を返還し

なきゃいけなくなる時代が来るわけですよ。そういうときに、今、交通を今年から

走らせていただきました。それは本当に大事に定着をさせていただいて、それを利

用しないと前に行かない時代が来るわけですので、私はよく言われるんですけれど

も、バスが家の前に来てくれたらいいなっていうお年寄りがたくさんいらっしゃる

んですけれども、この間お話を聞きましたら、それはだめだと、駐車場が遠くても

そこまで歩いて行くんだという、その気持ちがとても大事で、バスが目の前に来た

から乗れるっていう、そういう考えはもう捨ててくださいとおっしゃったんですね。

ああそうかと私も思ったんです。そこまで行って元気になって、バスに乗って、ま

た歩いて生活をしていく、そういう昔ながらのじゃないですけれども、そういう生

活になってくる時代が来るわけですよ。だんだんと子どもたちも少なくなって、介

護してくれる人たちも少なくなってまいりますので、元気な高齢者を育て、元気に

生きていける、本当にそういう社会をみんなでやっぱりつくっていかなきゃいけな

い時代がそろそろ近づいておりますので、そういうことをしっかり思いながら、い

ろんなことを考えて、この宍粟というまちをつくり上げてまいりたいと思いますの

で、どうかよろしくお願いいたします。 

  ありがとうございました。 

○議長（秋田裕三君） 答弁は要りませんか。はい。 

  これで、９番、榧橋美恵子議員の一般質問を終わります。 

  続いて、鈴木浩之議員の一般質問を行います。 

  １番、鈴木浩之議員。 

○１番（鈴木浩之君） では、一般質問、最後させていただきます。 

  今回は、大きく４点ですけども、背景にあること、人口減少のことも含めていく

と、大きく５点になるかなと思いますので、お願いいたします。 

  まず、人口減少非常事態宣言下の宍粟市のこれまでと、これからについてという
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ことでお伺いします。 

  まず、２月に人口減少非常事態宣言というのが出されましたが、それから約半年

以上が経過したことになります。非常事態宣言と同時に策定されました第２次総合

計画や地域創生総合戦略においても、この人口減少が市の最重要課題であるとの認

識が示されています。 

  これまでいろいろな形で示されたまちづくりの方向性であるとか、それに基づい

て行われてきた施策、これが人口減少対策としてどのような成果をもたらしたのか、

次の４点について伺います。 

  まず、１点目、交流人口の増というところです。 

  これは観光であるとか、シティプロモーションとかという言葉でくくられる部分

かと思いますけども、これまで多くの観光施策が行われてきましたが、交流人口増

がこの定住人口増に繋がるということだと思うんですけど、どのように繋がったの

か、また、この観光による市内への経済波及効果について伺います。 

  ２点目です。スポーツ立市。 

  これは健康づくりということも含めてだと思いますが、スポーツ振興、健康づく

りに関する主な施策とその成果はどこにあらわれているのか。また、健康づくりだ

とか、スポーツというところに並べてコミュニティーの醸成であるとか、扶助費や

医療費の抑制、また人口減対策にどのように繋がっていったのかを伺います。 

  ３点目です。雇用の促進、企業誘致という部分かと思います。 

  企業立地促進条例の改正、これは平成27年ぐらいに１回改正されたのが、また今

回改正案が出ていますが、これまでどれだけの企業にどれだけの支援がなされてき

たのか。また、その支援を上回るだけの経済波及効果、雇用確保などの成果があっ

たのかということを伺います。 

  最後です。４点目。市民との対話。 

  行政懇談会とか、今回はタウンミーティングでしたかね、など自治基本条例等に

基づいて市政がなされてきているというふうに思いますけれども、いわゆる市民の

意見をどのように把握して、それをどのように市政に反映してきたのか。また、そ

れが人口減対策としてどのように繋がっていくのか、成果がどこにあらわれている

のかについて伺います。 

  以上です。 

○議長（秋田裕三君） 鈴木浩之議員の一般質問に対し、順次答弁を求めます。 

  福元市長。 
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○市長（福元晶三君） 鈴木議員の御質問にお答えしたいと思います。 

  総じて人口減少対策で、その後どういう状況になっているのかと、どういう考え

方でさらに進めるのかと、こういうことであろうかと思いますが、２月に非常事態

宣言を出させていただきましたが、これは、そのときも申し上げたとおり、現状を

市民の皆さんと共有する中で、ともに知恵を出しながら将来のまちに向かっていき

ましょうと、こういうふうな意味合いで発信をさせていただいたと、こういうこと

であります。 

  かねてより申し上げておりますとおり、できるだけ特に多くの方に宍粟市を訪れ

ていただきたい、とこういう思いで交流人口の増加、このことが非常に重要であり

ますよと、こういうふうにお話を申し上げてきたところであります。特に、宍粟市

の豊かな自然環境であったり、あるいは、そういう温かな人情、そういったものに

も触れていただく中で、住みやすい環境を私たちとしても整える中で、宍粟市で暮

らしていきたいと、あるいは今住んでいる人も住み続けたい、こう思っていただい

たらと、このように考えておるところであります。 

  そこで、平成27年度には、具体的に市外から移住を目的とした空き家バンク制度、

そのことによって成立した件数でありますが、現在14件ございます。今年度におき

ましては、現時点で５件成立しておるところであります。 

  また、この夏には、市内各地で行われた夏祭りで、冒頭の御挨拶でも申し上げた

ところでありますが、どの会場、あるいはどの地域でも非常に多くの若者で賑わっ

たように思いますし、皆さん方も体感なされたんではないかなと、このように思い

ます。特に、夏で帰省された若者の姿が私としては多く見られたと、このように感

じております。ふるさと宍粟に対する熱い思い、そういったことが徐々に伝わりつ

つあるのか、あるいはふるさと志向が高まっておるのか、そんな状況があるんでは

ないかなとこういうように思っております。 

  改めて、若い人たちが「宍粟に帰りたい」、あるいは「宍粟で子育てをしたい」

と、そう思っていただけるようにさらに取り組まなければならないなあとこう思っ

たところであります。 

  交流人口についてですが、年間延べざくっと120から130万人で観光としてお越し

いただいておる状況でありますが、ほぼ例年、この近年では横ばい状況で推移して

おるんではないかなと、このように思います。 

  その中で、市内の経済波及効果については、観光客の動態調査から見ると、平成

26年度では約30億8,000万円、平成27年度では約32億3,000万円、そのように推測を
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しております。 

  次に、スポーツ立市の関係で、健康づくりについてどこにあらわれて、人口減対

策はどうなったんかと、こんな状況でありますが、健康づくりの成果は、短期間で

はあらわれにくいと、このように考えておりますし、当然、人口の増・減を含めた

ということはなかなか短期間ではそれをはかり知り得るのは非常に難しいと、この

ように思うところでありますが、より特に健康づくりという面では、継続すること

が何よりも今後の成果としてあらわれてくるんではないかなと、このように考えて

おります。 

  そういった中で、スポーツ等に親しんでいく、あるいは親しむという雰囲気が、

私たちは徐々に浸透してきているんではないかなと、このように思っています。ス

ポーツというのは、必ずしもアスリートだけではなしに、先ほど来の質問にもあり

ましたように、健康への志向、そういったものもスポーツという概念に入るわけで

ありますが、そういう雰囲気が徐々に高まってきておると、こういう意味に捉えて

おります。 

  具体的に申し上げますと、平成26年度から実施しております中学生以下と65歳以

上の市民の皆様に対して、スポーツ施設の無料化を取り組んでおるところでありま

すが、特に、高齢者の無料利用者数は、平成26年度、あるいは平成27年度を比較し

ますと、約２割程度利用が増えておるという状況であります。したがって、少しず

つそういったところへの利用によって、健康への高まりが広がっておると、このよ

うに考えております。 

  また、さらに今年度、千種Ｂ＆Ｇ海洋センターもオープンしたことによって、市

民の皆さんが、さらにそういったところを利用することによって、健康づくりに対

する意識等々が高まり、さらに今後の効果が期待できると、このように思っており

ます。 

  また、健康づくりというのは、なかなか市民一人への意識への導入でありまして、

一人一人の心というか、そういったところへの訴えも非常に重要であります。もち

ろん、生涯スポーツという概念もありますが、多くの人がスポーツに親しみ、元気

で過ごそうと、こう思っていただける、ひいては生涯現役でいこうという、そうい

う思い、そう思っていただくことが、まさにコミュニティーの醸成へも繋がってく

るものと、このように思っておりまして、市民全体にその意識啓蒙を広めることが、

私は「スポーツ立市」という概念の目指すところだと、このように考えております。  

  いずれにしましても、このことも含めて健康へは、日々地道な取り組みこそが大
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事だと、将来の結果に繋がってくると、このように思っております。 

  最後に、人口減対策はどのようなとこに出され、市政運営で基本的なところと、

こういうふうなところの市民との対話と、こういうことでありますが、私は常々市

民の皆さんと対話は何よりも重要であると、このように考えておりまして、この任

に就任させていただいて以来、多くの皆さんや多くの地域、多くの団体の皆さんと

意見交換をさせていただきながら、市政運営に努めておるところでありまして、ざ

くっと申し上げまして、年間大体120カ所から130カ所等々のところへ出向かせてい

ただいて、いろんな御意見をお伺いしております。 

  ただ、全てができるというんではなしに、できるだけ御意見をお伺いする中で、

市政に反映をさせていただきたいと、そう思って対話をさせていただいておるとこ

ろであります。 

  特に、最重要課題である人口減少対策では、当然でありますが、私自身が自らリ

ーダーシップを発揮して、果敢に取り組まなければならないと考えておりまして、

この間の具体的な取り組みとしましても、地域や関係機関との協議を経て昨年11月

から始めております新たな公共交通の運行体系、こういったものであったり、先ほ

ど申し上げた森林セラピーのグラウンドオープンであったり、あるいは県立森林大

学の誘致等々、そういったことも進めながら人口減少の対策に果敢に挑戦をしてお

るところであります。 

  特に、若い世代の定住が非常に重要な課題であることは今さら言うまでもないと

ころでありますが、そういった観点からしても、子育て支援センターでお母さん方

とお話し合いや、あるいは意見交換であったり、あるいはその場のいろんな方々と

お話をする中で、子育て環境への御意見を、あるいは思いも聞いたところでありま

す。 

  その一つとしまして、子どもの遊び場の充足についても、いろいろと多くの御意

見をいただいたところで、本議会にも御提案を申し上げておりますが、遊び場の充

足、あるいは遊具の充足についても一定第一歩としてさせていただきたいという思

いで、今回提案をしておるところであります。 

  また、市内の若手経営者グループ、いろんなグループがあるわけでありますが、

その皆さんとのお話し合いやら、あるいは女性グループの皆さんとの懇談、そうい

ったものを開催する中で、我がまちの将来をよくしていきたいという思いはそれぞ

れ持っていらっしゃいますので、そういった意見、提案もいただく中で、施策に反

映をしていきたいと、あるいはしていっておると、こういう状況であります。 
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  いずれにしても、この地域の皆さん、あるいは各団体の皆さん、あるいは事業者

の皆さん、当然でありますが、議員の皆さん、あるいは我々行政ともに、やっぱり

知恵を出し合いながら力を合わせ、できることから、あるいはそれぞれの役割を持

って、これから人口減少に歯どめをかける取り組みをさらに強固に、着実に進める

必要があるだろうと、このように思っております。 

  繰り返しになりますが、いずれにしましても、人口減少対策の成果は私はすぐに

はあらわれるものではないと、このように考えておりまして、長い道のりを着実に

一歩ずつ進めていくことが非常に重要だろうと、このように考えておりますので、

よろしくお願い申し上げたいと思います。 

  なお、雇用の促進に対する御質問は具体的なことがありますので、担当部長より

御答弁をさせていただきます。 

  以上であります。 

○議長（秋田裕三君） 中岸産業部長。 

○産業部長（中岸芳和君） 私のほうからは、雇用の促進の関係で、企業へどのよう

な支援があったかということと、それに対しての経済波及効果、雇用の確保などに

ついての御説明のほうをさせていただきたいと思います。 

  まず、条例改正後の企業への支援でございますけれども、７社に対して事業の認

定を行っております。事業を認定した後、工場の建設等に入るわけでございますけ

ども、市の支援制度につきましては、操業を開始した次の年から支援ということに

なっておりまして、現在のところの支援実績については、２社に対して約2,000万

円弱の支援をしているようなところでございます。 

  先ほど申しました７社の部分につきまして、雇用とか投下固定資産について見込

みとしましては、総額で約１億5,800万円程度になろうかと、そのように推測をし

ておるようなところでございます。 

  次に、経済波及効果につきましてでございますけども、これにつきましても、ど

れだけの生産を今から見込んでいるのかということを、計画に書いていただいてお

るわけでございますけども、それに基づいて算定をさせていただきましたところ、

平成30年度で約16億4,000万円、平成32年度には約22億 3,000万円程度の経済波及が

あるんではないかなと、そのようなことを期待しておるような次第でございます。 

  また、雇用につきましては、新規創業に係る増加としては102人という数字を聞

いておりますので、まだ、さらに順調に操業していただければ、雇用の場の確保に

繋がっていくんではないかなと、そのように期待しているようなところでございま
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す。 

  以上です。 

○議長（秋田裕三君） １番、鈴木浩之議員。 

○１番（鈴木浩之君） では、２回目の質問に入りたいと思います。 

  ちょっといろいろ四つの視点から御質問したんですけど、背景からちょっと入っ

ていきたいんですけど、人口減少についてです。 

  人口減少非常事態宣言というのを出されているんですけど、これみんなで考えよ

うみたいな話なんですけども、これ何が一体非常事態なのか、そもそも、それをま

ずお聞かせ願いたいと思います。 

○議長（秋田裕三君） 当局、福元市長。 

○市長（福元晶三君） 何がという、なかなか端的に答えられるかどうか、意図が伝

わるかどうかわかりませんが、あのとき申し上げたとおり、合併時４万6,000人が

いよいよ４万人を切りましたよと、こういう状況を現実に皆さんどうでしょうと、

こういう現実をともに共有しましょうと、こういう意味で出させていただいたと、

こういうことであります。 

○議長（秋田裕三君） １番、鈴木浩之議員。 

○１番（鈴木浩之君） わかりました。お答えとしてほしかったのは、その現状を共

有して何をじゃあ市民に考えてもらおうという意図があるのか、その非常事態宣言

ということで、こういう大変な状況なんですよという以上は、何かそれに対するリ

アクションが必要だと思うんですけれども、何をじゃあ私たち市民は考えていかな

きゃいけないのか、そのあたりを教えていただきたいんですけど。 

○議長（秋田裕三君） 福元市長。 

○市長（福元晶三君） 意図するお答えになるかどうかわかりませんが、そういう現

状をつぶさに市民の皆さんに発して、これから重要課題である人口減少対策をやっ

ていきますので、皆さん方それぞれ一緒に頑張っていきましょうと、そういう思い

であります。 

○議長（秋田裕三君） １番、鈴木浩之議員。 

○１番（鈴木浩之君） ありがとうございます。あと、その同時期というか、人口ビ

ジョンというのが平成27年の12月に策定というか、示されているわけなんですけれ

ども、その中で、まずそういった人口動態であるとか将来推計をもとに、2060年、

これ平成72年、約45年後ですかね。３万3,000人を目指すというのが大々的な目標

なんですけど、そもそもこれなぜ2060年なのか、2060年というと、その説明にも書
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いてあるとおり、現在ゼロ歳児の子の子が成人ぐらい、45年後です。なぜ2060年な

のか、そもそもなぜ３万3,000人なのか、そのあたりをちょっとお伺いしたいんで

すけども。 

○議長（秋田裕三君） 中村企画総務部長。 

○企画総務部長（中村 司君） 2060年というのは社人研の部分で１万数千人になる

というような予測が出た部分の年数でございます。というのは、やはり市町、自治

体としてある程度の規模、あるいは行政サービスを提供する上において、３万

3,000人ぐらいの人口は維持していきたいという考えでございます。そのためには、

できるだけ早く人口減少対策に取りかかっていって、それを維持できるように目標

値として定めたものでございます。 

○議長（秋田裕三君） １番、鈴木浩之議員。 

○１番（鈴木浩之君） ありがとうございます。人口減少のそういった課題であると

か、そういったことをそのビジョンの中で示されていて、その中に人口が減ってい

くと集落、地域の活力が低下する、あと地域経済が衰退する、あと日常生活を営む

ために必要不可欠な機能が失われるというふうに書かれていますが、もうそれ既に

この影響は出てきているという認識でよろしいんでしょうかね。今後、これ以上減

るとそうなるのか、もう既にその影響は出始めているのか、そのあたりをちょっと

お伺いしたいんですけど。 

○議長（秋田裕三君） 中村企画総務部長。 

○企画総務部長（中村 司君） 人口というのは、やはり大切な社会を構成する上に

おいて、人口増加という部分は経済発展、いろんな面でプラスに働きます。しかし、

人口が減少するということは、この地域自体の経済活動、あるいは住民サービス、

その他いろいろな面にやはり支障が生じてくる。といいますのも、これだけ広い行

政区域を持っております宍粟市にとりまして、インフラの部分の整備、今後老朽化

に伴う負担、いろいろな面でこれからこの宍粟市を維持していくためにも、経済活

動の復興とか、あるいはいろいろな面で必要になってくる。 

  それと、現在出ておりますのは、やはり空き家の部分、それが高齢化によりまし

て、医療、介護、その他の部分の費用負担も増えてまいります。そういうものもい

ろんな面を含めまして、やはり今のうちに手を打ち、新たな宍粟市としてどういう

まちづくりをこれから進めていくか、そういう部分も含めて総合戦略としてまとめ

ていただいたものが「住む、働く、産み育てる、そしてまちの魅力」という四つの

戦略となっていると、そういう部分についてやはり市民全体で考えていって、よい
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まちをつくっていきたいと、そういう思いでつくっておりますので、現在もやはり

その兆しが見えてきているのじゃないかという部分を感じております。 

○議長（秋田裕三君） １番、鈴木浩之議員。 

○１番（鈴木浩之君） 兆しが見えてきているというふうにおっしゃってはいるんで

すけど、僕は自身の見解とか見立てでは、もう既にこの影響相当出始めているなと

いうふうに思っています。 

  あと、人口ビジョンの中で、年齢とか性別とか産業であるとか、そういった部分

でどういうふうに人口がその構成が変わっていくかというのは、いろいろこれまで

の流れ、今後の動きをいろいろ調べて、それでこうしていこうということをやって

いるんですけど、一つ重要な分類が抜けているというふうに思っています。これは

議会から再三提言しているんですけど、取り上げていただけなかった部分なので、

あえて今回お手元に資料として配布してありますけども、ちょっと地域間の差とい

うか、そのことについてちょっとお話をしたいと思います。 

  まず、お示ししたいのは、人口の変化ですね、旧町域の人口が宍粟市の総人口に

占める割合の変化をちょっとグラフにしてみました。白い棒グラフは総人口です。

これ2015年までは国調が終わっていますので確定値です。2020年から以降は推計値

になっています。あと、その人口に対してその町域にどれだけの方が住まれている

かということで、ちょっと見にくくて申しわけないんですけども、青いのが山崎町

域、緑が一宮町域、黄色が波賀、千種がオレンジということでやらせていただきま

した。 

  これ、まず、昭和55年がスタート、これ1980年、35年前ですかね、ちょうど前に

いらっしゃる部長さんたちが入庁されて、意気揚々と活気づいていたころかと思い

ますけども、その当時の割合でいくと、この４万9,084人いらっしゃったんですけ

ども、54.5％山崎ですね、一宮24.9、波賀 11.3、千種9.3ということです。これが

どんどん進んでいったときに、どうなっていくのか。これは平成22年の国勢調査ま

では地域別の人数はつかめるんですけども、それ以降は推計値です。これは、いろ

いろ表計算ソフトとかで、この傾向でいったら総人口に占める割合がどれぐらいに

なるかということで推計しているので、正確かどうかは微妙ですけども、最終的に

現状、2025年、この推計でいくと、人口は３万7,792人となっています。その内訳

として山崎町域が62％、一宮町域が20.7％、波賀が9.8、千種が7.5というふうにな

っています。どんどんこの折れ線グラフの変化からわかるように、山崎町域の人口

が占める割合が上がっていくんです。それに伴いというか、それ以外の一宮、波賀、
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千種に関しては、どんどん占める割合が減っていくということになっています。 

  最初、2035年ぐらいにしたんですけど、そのときにはもう推計でいくと、山崎町

域に70.2％、一宮で15.8、もう波賀、千種は10％切ってきますね、8.5、5.5という

ような状況が予測されます。 

  これを求めていたんですけども、結局こういったところで、先ほど人口減による

集落、地域の活力の低下というところを懸念していらっしゃる割りには、なぜこの

町域であったり、中学校区であったりという、その細かな範囲での動態を注視しな

いのかというところが疑問なんですけども、まず、そのあたりお伺いしたいんです

けど。 

○議長（秋田裕三君） 中村企画総務部長。 

○企画総務部長（中村 司君） 地域創生の総合戦略、今、具体的に今後進めていく

上において、いかに進めていくべきかということで、対策本部というか創生戦略会

議の本部と、それとその下に幹事会ということで、具体的な部分で検討する部分を

設けております。その中で、資料としてお示ししているのが各自治会ごとの、概ね

のところでしかわかりませんけども、推計とかそういう部分も示して、今後その部

分で生活圏の拠点づくり、あるいは公共交通の充実の部分、あるいは午前中にも言

いましたように、流出をとめる部分だけでなく、転入をいかに進めていくか、そう

いう部分についての資料として今回作成はしてまいりました。それによって内容を

ちょっと分析させていただいて、どういう施策が効果的になるのかという部分も含

めて検討していきたいとは考えております。 

○議長（秋田裕三君） １番、鈴木浩之議員。 

○１番（鈴木浩之君） ありがとうございます。では、もう一方の資料を示させてい

ただきます。 

  先ほど市の人口に占める町域の人口の割合がどのように推移していくかというこ

とで、若干やはりこの傾向から見ると山崎町域にどんどん、最初５割ちょっとだっ

たものが、将来的には７割近くが山崎の中に住まわれるという可能性も含めて示さ

せていただきました。 

  もう一個のほうは、実際のそういう推計した場合も含めてなんですけども、前年

の５年、国勢調査５年ごとなので、その５年間にどれぐらい増減があったのか、率

ですね、率を示させていただきました。これも同じように青と緑と黄色とオレンジ

で示させていただきましたけども、これ見ていただければわかるんですけども、ゼ

ロを超えていった時代がありますね。1980年から1985年とか1985年前、バブル世代、
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バブル景気の前ぐらいですね。90年から95年でちょっと波賀とか千種が上がってい

くんですけども、これはバブル景気の終わり、あと阪神の震災等の影響があるかと

思うんですけども、上がってきます。 

  それ以降、どんどん実数で率がどれぐらいかということです。これなぜその地域

ごとにそういった人口動態を調べるべきかというところは、赤で示したところが市

として考えたとき、合併前は４町を足したときの話なんですけど、率はこういうふ

うな推移です。 

  それに沿って、山崎はその上をいっているというのがわかりますよね。水色は赤

と同じような傾向を示しながら、その上を行っている。平均値よりは上を行ってい

る。問題はその下なんです。どんどんとその平均値というか、合算した増減率から

離れていっているというところです。つまり、この赤の増減率に対して、どのまち

も近づいていっていれば４町域同じような減少の仕方であるとか、地域性というこ

とがあまり考慮できないんですけども、これだけばらけているということは、明ら

かに地域性があるということです。 

  ちょっとこの折れ線グラフ2015年から2020年のところに上がってしまうんですけ

ど、これは国の推計が大分2015年の国勢調査で外れてしまっているんで、その後は

その国勢調査の推計に合わせてどういうふうに変化していくかということをあらわ

しているんで、どうしてもここは上がってしまう部分なんですけども、こういうふ

うに市域全体を考えていったときの流れよりも、平均より上を行く山崎町、それの

下のほうでどんどん広がっていく旧３町というような構図が見てとれるのかと思い

ます。 

  この点について、第１のダム、第２のダム、第３のダムということをよくおっし

ゃいますけども、明らかにこれ第１のダムの整備を急がなければいけない状況とい

うふうに思うんですけども、そのあたりの認識は市としてはどうでしょうか。 

○議長（秋田裕三君） 福元市長。 

○市長（福元晶三君） 大変いい資料を提供していただきまして、ありがとうござい

ます。 

  特に、私どももいろいろ政策、施策を立てる上で、この10年間の各自治会ごとの

転入転出状況も随分客観的なデータとして持っておりまして、それを見ますと旧町

域全体の中で、一体旧町域でもどこに集まっているのか、どこが少なくなっている

か、これはつぶさに当然見ておりまして、そのことをもって政策を打っていく。そ

の一つに今回、生活圏の拠点をつくっていこうということで、第１的なダム、当然、
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第２のダムはこの山崎と、じゃあ第３のダムはどこやというと、現状からいうと姫

路であったり、たつのにならざるを得んという、この現実の中で、実はこの表にあ

らわれているとおり、例えば千種の温水プールであったり、こども園であったり、

図書館だったり、ああいう拠点も整備させていただいて、その中でできるだけ定住

や、あるいはそこで住んでいただくような、そういう施策を徐々に打っていこうと

いうことでありまして、この数値を見ますと、さらにこのことをつぶさに見ながら、

一体どういう政策をするかというのは当然見えてくるんじゃないかと思いますので、

今後このことをしっかり踏まえて全体的に捉えていきたいと、このように考えてお

ります。 

○議長（秋田裕三君） １番、鈴木浩之議員。 

○１番（鈴木浩之君） ありがとうございました。この資料はもう下げます。 

  これなぜこういうふうな分析をしているかというと、これ本当に求めていて、保

健圏域は旧４町域だとか、あとまちづくりは12でしたかね、旧村域とかというよう

に細分化されて、いろいろ施策を打っていこうという割には、その分析を全くして

いないなというのが明らかだったので、ちょっとさせていただきました。これやは

り合併を推進する際、10年前の懸念は全国的にあったんですけども、やっぱり地勢

的に周辺部になってしまうところの過疎化であるとか、そういったのが本当に合併

によってとどまるのかというところが懸念としてありました。 

  あと、消滅可能性自治体で、増田レポートで懸念されていたことは、東京への一

極集中です。これは言ってみれば、日本全体で言えば東京ですし、その市域とかで

考えたときには、ある一定の都市に人口が集中してしまうことが、今後の特殊出生

率であるとか、そういった少子化というとこにも懸念があるというところで、その

あたりの懸念があったんです。 

  合併後10年と地方創生元年というのが偶然の一致ではないということも含めて、

これ今まで国の施策や県の指示を待っていては、やはり高齢化率が全国平均よりも

高いとか、合計特殊出生率の動きが県とか国の流れと違うというところから見ると、

やはり独自の施策を打ってこなきゃいけないと思うんですけども、それがなかなか

できていないということなんですけれども、このあたりをどのように、この３年間

かもしれませんけど、福元市長はどのように考えて進められてきたのかをお伺いし

たいんですけども。 

○議長（秋田裕三君） 福元市長。 

○市長（福元晶三君） 増田レポートは、人口の東京大都市圏の集中と同時に、あわ
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せもって裏返せば、地方がさらに活力を持たないと日本は沈没しますよと、こうい

うことであり、こういう提言をしたと、それを我々がどう捉えるかと、こういうこ

とでありますが、特に、私は今回の総合戦略の中、特にこれから重点化をして、さ

らに強固に取り組む中で、もう課題は明確だろうとこう思っております。 

  一つは、人口減少の主な要因は、毎年400人から500人程度の転出超過、この現実

があると。それから、二つ目は、その転出超過の主な年齢層は、これまで申し上げ

たとおり、18歳から35歳までの間の若者層やと。それから、三つ目は、主な転出先

はどこやということなんですが、宍粟市の場合は、約７割５分から８割が姫路市と

たつの市であります。もっと簡単に言えば、川下に皆さん出ておられるということ

であります。 

  この三つをきちっと課題を整理できたとするならば、今後その課題を解決するた

めに一体どうしていくんかということが明白になりますので、その課題を捉えて一

つ一つ手を打っていきたいと。そのために若い人たちの定着のためには、働く場の

確保であったり、子育て環境の整備であったり、できることから順番に進めていく

必要があると、このように考えております。 

○議長（秋田裕三君） １番、鈴木浩之議員。 

○１番（鈴木浩之君） 結局、その周辺部になってしまったところの過疎化であると

か、ある１点への集中、このことは問題意識としてはないんでしょうかね。先ほど

グラフで示したとおり、山崎への集中が起こっている、あと周辺部になってしまっ

たところ、地勢的にもやはり南に開けているこの宍粟市という状況の中で、北部３

町がやはり人口減の率が高いということ、このことに関する問題意識みたいなのは

どのように共有していけばいいのか、教えていただきたいんですけど。 

○議長（秋田裕三君） 福元市長。 

○市長（福元晶三君） 現実は、先ほどこのデータで示されたとおりであると思いま

す。市内の人口は、それぞれ北部の皆さんが山崎に定着がだんだんになっている、

山崎の人口減は、非常に他の旧３町から比べると少ないと、こういう状況でありま

すが、御承知のとおり、私もいろんな方々とお話しますと、例えばの例であります

が、河東あるいは城下の地域にたくさん家を建ててお住まいになされております。

その方々と話をすると、北部の方が親がしばらく山崎で辛抱しておってくれやと。

姫路まで出ればなかなか家に帰って来えへんと。１週間に一遍帰れる程度は、やっ

ぱり山崎やと。姫路になると最初は１週間やっても、１カ月あるいは１年に２回に

なると。あるいは村の天役にも出られへんと。そういう状況も現実としてあるわけ
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であります。それがいいとか悪いとかは別として。 

  したがいまして、そういう現実を踏まえて、今回それぞれの拠点をどう整備して

いくか、そういうことの提案を申し上げて、市民の皆さんとやっぱりこれは、じゃ

あ田んぼはどうするんや、山はどうするんや、あるいは足はどうするんやと、こう

いうところがこれからの課題として市民の皆さんと共有して、一つ一つ解決に向か

って進むんではないかなと、このように思っておりまして、現実はそういう状況だ

という認識をまずすることが非常に大事だと、このように捉えております。 

○議長（秋田裕三君） １番、鈴木浩之議員。 

○１番（鈴木浩之君） すみません、時間配分を間違えてましたので、ちょっと急ぎ

ます。 

  では、具体的に交流人口の部分です。今までもずっといろんな場面で交流人口が

増えると定住人口が増えるという公式というか、方程式みたいなのがいろいろ示さ

れているんですけども、これがどうも理解できないんで、ちょっと教えていただき

たいんですけども、これ市長はどのように考えて、交流人口増が定住人口の増に結

びつくというふうにおっしゃっているのか、そのあたりちょっと教えてください。 

○議長（秋田裕三君） 福元市長。 

○市長（福元晶三君） 客観的なデータでなかなかお示しするのは難しいと思うんで

すが、私は交流人口を拡大することによって、今、宍粟市に住んでいらっしゃる皆

さんもその方々から元気をもらって、明日へまた頑張ろうという意欲が繋がってく

ると、こういうことがまず一つあると思います。それから、冒頭申し上げたとおり、

交流人口で観光でも来ていただいた方が、宍粟市の自然や歴史や文化に触れていた

だく、あるいは人情に触れていただく、そういうことによって将来宍粟市で住みた

いと、こう思っていただくことに繋がるんではないかなと、こう思っております。 

○議長（秋田裕三君） １番、鈴木浩之議員。 

○１番（鈴木浩之君） わかりました。ただ、地方創生で言われているこの交流人口

増とか観光のことというのは、ＤＭＯという言葉を御存じかと思うんですけども、

そこのいろいろ説明では、これ基本稼ぐということですね、観光で稼いでその経済

波及で雇用が生まれたりという、この観光に携わる人たちだけではなくて、一般市

民も含めてその恩恵というとちょっと語弊がありますけども、効果があるんだとい

うところが、その核になるのがＤＭＯだということを国とかは言っているんですけ

ど、そのあたり結局交流人口増は、それによって経済波及が起こり、それによって

雇用が生まれるとか、そういうところの図式だと、雇用が生まれるイコール定住す
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るというとこだと思うんですけど、そういう認識ではないということでよろしいん

でしょうか。 

○議長（秋田裕三君） 福元市長。 

○市長（福元晶三君） そんな認識じゃなしに、今おっしゃった認識も一つだと思い

ます。当然、たくさん来ていただくと経済効果も上がってきて、さらに経済の市内

循環が深まってくると、こういうことであります。私はそういう意味で、交流人口

がどんどん広がることによって定住も広がりますし、経済も広がってくると、これ

は当然のことだと、このように思っています。 

○議長（秋田裕三君） １番、鈴木浩之議員。 

○１番（鈴木浩之君） ごめんなさい。僕の言っていることが理解されないようなん

で、まあいいです。実際には、ＤＭＯとかに取り組んでいる地域は、結局、観光振

興することによって一般の市民に対して、これぐらいの便益が提供できるというこ

とを説明して回っているから、結局市民がおもてなしであるとか、そういったこと

に取り組んでいただけていると思うんです。そのあたりのちょっと説明というか、

牽引力が弱いかなと思うんで、今後ちょっと研究していただきたいなと思います。 

  次に、スポーツ立市なんですけども、盛んにスポーツ立市を目指すんだというふ

うにおっしゃっていましたが、そこにかかわる創生のＫＰＩですね、重要行政評価

指標でいくと、日常的にスポーツに取り組む人が35％、あと、いきいき百歳体操の

登録者数1,300人ということになっていますけども、この目標が達成されることで

どのような便益が市に提供されるのか、そのあたりもちょっとお伺いしたいんです

けども。 

○議長（秋田裕三君） 当局、どなたが答弁されますか。 

  清水副市長。 

○副市長（清水弘和君） スポーツ立市を市長が目指しておりますのは、あそこへ行

けば健康で元気で長生きができる、まずはそんなまちを知っていただきたい、そん

なまちにしたいという思いで立市構想を出しております。 

  その手法の一つとして健康体操があったり、またいろんなラジオ体操の施策があ

りますので、そのこと一つ一つが金額でもってどんなに反映するかということにつ

いては、なかなか表現できないと。ただ、百歳体操につきましては、医療費の軽減

とか、そのようなものについては数字は明確ではないですが、期待はできるという

ふうに思っています。 

○議長（秋田裕三君） １番、鈴木浩之議員。 
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○１番（鈴木浩之君） それに関係して、データヘルス計画を策定しろというのは国

からも言われていると思うんですけども、これ今までもやみくもに健康づくりだと

か、介護予防ということをして、税金を投入してきても、これ高齢化率がどんどん

伸長していく中で支え切れないでしょうということで、ですから、例えばスポーツ

でも大体週に何時間、何分ぐらい取り組んだ人が将来どれぐらい健康寿命が長いか

とか、そういうデータに基づいてしっかりと健康づくりに投資をしなさいというこ

とが言われていると思うんですけど、これまだ今策定途中、非常に遅れているとは

思うんですけども、こういうことも含めて、それであと、千種の温水プールのこと

もその今後の医療費の伸長とかで、経済効果として計算されたと思うんですけど、

そういう理論的なものをどんどん積み重ねていくと、そういったどういう状況にな

れば医療費が抑制されるかというようなことが見えてくると思うんですけど、その

あたりデータヘルス計画のちょっと策定のことについて、どういう方向性かという

のをちょっとお伺いします。 

○議長（秋田裕三君） 清水副市長。 

○副市長（清水弘和君） データヘルス計画の具体的な数値については、まだ承知し

ておりませんが、やはり、今おっしゃったとおりのことによりまして、やっぱり分

析をし、数値を上げ、何時間例えばさっきありましたようにウォーキングをすれば

どんな効果が出る、だから皆さん頑張って歩いてくださいということは、当然つく

っていくべきやというふうに思っておりますんで、今後の課題としております。 

○議長（秋田裕三君） １番、鈴木浩之議員。 

○１番（鈴木浩之君） 是非とも本当にいろいろな治験が示されていますし、委員会

でもいろいろ示されていますので、本当にやみくもにただやればいいというだけじ

ゃなくて、どういうところが効果的なのかというところは、やっぱり市民とともに

共有して、一緒に取り組んでいかなければいけないと思うんで、よろしくお願いし

ます。 

  雇用のことです。これ先ほど実績を伺ったんですけども、これ特にＢ／Ｃですね、

費用対効果が非常に必要な分野だと思うんです。これ事業者のみに有利になるよう

では、これ税投入する意味ないので、特に便益で増収増ですね、１法人来たら、市

民であるとか、法人から税収アップがどれぐらい見込めるのか、そのあたりで便益

とコストの関係がわかれば教えていただきたいんですけど。 

○議長（秋田裕三君） 清水副市長。 

○副市長（清水弘和君） 先ほど経済効果額の推定も申し上げておりましたが、一つ
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には、施設を建設していただければ、御存じのように固定資産税が入ってまいりま

す。それから、機器を導入すれば償却資産が入ります。102人の雇用では市民税、

いわゆる所得税が入ってくるというようなこともございます。ただ、一人一人が幾

らということについては、企業の給与体系とかいろんなことの課題がございますの

で、それについては今後詳細に詰めていきたいというように思います。 

○議長（秋田裕三君） １番、鈴木浩之議員。 

○１番（鈴木浩之君） 時間がないので、最後にします。 

  市民との対話というところなんですけども、これまでいろいろ自治体の120から

130カ所を回っていただいていると思うんですけど、一体具体的にどういうところ

がメインなのか、また、どういう話がされているのか、ちょっとお伺いします。 

○議長（秋田裕三君） 福元市長。 

○市長（福元晶三君） それぞれお邪魔したり、いろんなところへこっちから押しか

けたり、来いということで行ったりと、いろいろ違いますし、団体も違いますので、

それぞれでありますが、大ざっぱに申し上げますと、自治会等でありますと地域の

課題、あるいは団体ですと団体の課題、あるいは団体のいろんな思い、それから小

グループでありますと、それぞれの各階各層のいろんな思いであります。 

  いずれにしても、これからのまちの将来、どんな思いを持っておられますかとか、

どういうことがいいですかということは、どの団体、あるいはどのグループに対し

ましても聞いておる状況であります。 

○議長（秋田裕三君） １番、鈴木浩之議員。 

○１番（鈴木浩之君） じゃあ、最後です。よく附属機関であるとか、そういった公

募委員の率であるとか、また、実際の会議の様子を見ていただければわかるんです

けども、なかなか市民からのボトムアップという思想がやっぱり宍粟市はちょっと

欠けていると思うんで、そのあたり市長がチェックしていただいて、どういう状況

かを見ていただければと思います。 

  今回、いろいろ質問させていただきました。ちょっと時間配分間違えましたけど

も。人口動態が示したとおり、やっぱり深刻な状態、特に地域の活力であるとか、

コミュニティーの維持みたいなものには非常に深刻な問題があると思います。まず

は、人口流出を抑えるのは、ダムというのはこれ建物というハードではなくて、や

っぱり制度とかのソフトであると思うんで、是非第１のダムの制度から整備してい

ただいて、人口減をとめていただきたいなというふうにお願いして終わりにします。  

○議長（秋田裕三君） 答弁は要りますか。 
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○１番（鈴木浩之君） 結構です。 

○議長（秋田裕三君） これで、１番、鈴木浩之議員の一般質問を終わります。 

  以上で、本日の日程は終了しました。 

  次の本会議は、９月９日午前９時30分から開会いたします。 

  本日は、これで散会いたします。 

  御苦労さまでした。 

     （午後 ２時１８分 散会） 

 

 


